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序

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、京都府内の公共事業に伴う

埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。この間、当センターの業務の遂行

にあたりましては、皆様方のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

本書は『京都府遺跡調査報告集』として、平成19・20年度に実施した発掘調査

のうち、京都府土木建築部（現・建設交通部）の依頼を受けて行った蔵垣内遺跡第

11次の発掘調査報告、京都府乙訓土木事務所の依頼を受けて行った長岡京跡右京

第953次の発掘調査報告、大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡の発掘調査報告、

長岡京跡右京第910・940次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡の発掘調査報告、京都府建設

交通部の依頼を受けて行った魚田遺跡第７次の発掘調査報告の５本を収録したも

のです。本書が学術研究の資料として、また、地域の埋蔵文化財への関心と理解

を深めるうえで、ご活用いただければ幸いです。

おわりに、発掘調査を依頼された各機関をはじめ、京都府教育委員会などの各

関係機関、ならびに調査にご参加、ご協力いただきました多くの方々に厚く御礼

申し上げます。

平成21年３月

財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

理 事 長　　上 田 正 昭　　
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例 言

１．本書に収めた概要は下記のとおりである。

　　１．蔵垣内遺跡第11次

　　２．長岡京跡右京第953次

　　３．大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡

　　４．長岡京跡右京第910次（7ANOIR-5・NNT-3地区）・941次（7ANOOD-5・OIR-7・

　　　NNT-4地区）・友岡遺跡・伊賀寺遺跡

　　５．魚田遺跡第７次

２．遺跡の所在地、調査期間、経費負担者および報告の執筆者は下表のとおりである。

遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者
1. 蔵垣内遺跡第11
次

亀岡市千歳町国分四
反田・広垣内・正田・
内垣内

平19.10.15～平20.3.10 京都府土木建築
部（現・建設交通部）

岡㟢研一

2. 長岡京跡右京第
953次（7ANGNU-3
地区）

長岡京市西の京地内 平20.9.24～12.3 京都府建設交通
部

柴　暁彦

3. 大山崎大枝線道
路改良事業関係遺
跡

長岡京市下海印寺伊
賀寺、調子２丁目、調
子３丁目、乙訓郡大山
崎町字円明寺小字松田

平20.5.7～7.30 京都府乙訓土木
事務所

岩松　保
中川和哉
森島康雄

4. 長岡京跡右京第
910次（7ANOIR-5・
NNT-3地区）・941
次（7ANOOD-5・
OIR-7・NNT-4地
区）・友岡遺跡・伊
賀寺遺跡

長岡京市友岡西畑、
下海印寺伊賀寺・下内
田

平19.7.26～平20.1.30
平20.4.24～10.31

京都府乙訓土木
事務所

増田孝彦

5. 魚田遺跡第７次 京田辺市大住大峯 平20.10.6～11.12 京都府建設交通
部

村田和弘

３．本書で使用している座標は、原則として世界測地系国土座標第６座標系によっており、方

位は座標の北をさす。また、国土地理院発行地形図の方位は経度の北をさす。但し、長岡京

域の調査については、過去の調査との関係から、旧座標を用いている。

４．本書の編集は、調査第２課調査担当者の編集原案をもとに、調査第１課資料係が行った。

５．現場写真は主として調査担当者が撮影し、遺物撮影は、調査第１課資料係主任調査員田中

彰が行った。
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- （3）２トレンチ土壙墓ＳＫ02（東から）

図版第12-（1）２トレンチ土壙墓ＳＫ27（東から）-（2）２トレンチ土壙墓ＳＫ19（北から）

- （3）２トレンチ土壙墓ＳＫ11（西から）

図版第13-（1）３トレンチ全景（南から）- （2）３トレンチ全景（北から）

図版第14-（1）３トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ20全景（南東から）
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- （3）長岡京跡右京第940次・硲遺跡４トレンチ西壁（東から）
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図版第３-（1）１・２トレンチ調査前全景（南西から）

- （2）３・４トレンチ調査前全景（北東から）

- （3）１トレンチ全景（南から）

図版第４-（1）２・３トレンチ全景（北から）

- （2）２トレンチ土坑ＳＫ149検出状況（北東から）

- （3）２トレンチ土坑ＳＫ149遺物出土状況（南東から）

図版第５-（1）２トレンチＳＫ149完掘状況（北東から）

- （2）２トレンチ掘立柱建物跡ＳＢ40（北から）
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図版第９-（1）３トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ190完掘後（南西から）
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図版第10-（1）４トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ175（南東から）
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５．魚田遺跡第７次
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- （3）第１トレンチ東壁断面（西から）

図版第３-（1）第１トレンチ北壁断面①- （2）第１トレンチ北壁断面②
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１.蔵垣内遺跡第11次発掘調査報告

１．はじめに

の発掘調査は、亀岡 部線地方道路建設に 立ち、京都府土木建築部（現・建設交通部）の

依頼を受けて、当調査研究センターが実施した。道路は、 川下流に かる保 から、千歳町

公 付近で現在の府道に 流する ートが された。道路建設に伴う の調査 地は、

亀岡市千歳町国分内を南北に 断する ８ ・ 長 900 の である。この にかか

る遺跡は、 文 代から中世にかけての 遺跡である蔵垣内遺跡と、 穴式 を内部主 と

する古 代後期後半から 代中 にかけて形成された国分古 である。

調査を実施するにあたって、 上、調査 地を南から北へＡ～ の12地区に分けた。また、

により に分けて調査した地区については、地区名－ 字で表記した。

の調査は、Ａ・Ｄ－１・ －１・Ｇ地区で実施した。この にかかる遺跡は、蔵垣内遺

跡である。当遺跡は、東西1000 ・南北1 250 の で広がり、国 地 編 事業 亀岡

地区 に伴い、平成16～18年度に 地の発掘調査が行われ、 の 細が明らかになりつつある。

発掘調査は、当調査研究センター調査第２課第１係長小 ・ 調査員岡 研一・調査員

井 が担当した。調査面積は、 2480

である。発掘調査を行うにあたり使用した座

標は、世界測地系国土座標第６座標系によっ

ており、方位は座標の北をさす。また、国土

地理院発行地形図の方位は経度の真北をさ

す。

本報告の執筆は、岡 の か、 文土器に

ついては 年（ 良大学学 ）が行った。文

については各 の に記した。

現地作業を実施するにあたり、京都府教育

委員会・亀岡市教育委員会をはじめとする関

係 機関の協力を 、また地 自 会・地

者・地 住 の方々のご理解とご協力を い

た
１

。記して を表する。なお、調査に係る

経費は、全 、京都府土木建築部（現・建設

交通部）が負担した。
第１図　調査地周辺主要遺跡分布図

（1 50 000　 亀岡市遺跡地図 を改 ）
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２．位置と環境

亀岡 地は、京都市が所在する京都 地の北西に し、 地中 を 川が南流する。 川東

地域では、 川に 行する形で 路町から保 町にかけて、 位 が く。この 上に

多くの遺跡が 在する。ここ 年 いた国 地 編 事業 亀岡地区 に伴う発掘調査によ

って、多くのことが明らかになりつつある。

下、 川東 地域の主要遺跡を概 する（第１図）。

文 代の遺跡としては、 期の土器が出土した案 使遺跡、後期の土器が出土した 遺跡

がある。い れも 含層出土遺物である。 期の土器 が、大 遺跡で検出されている。

代の遺跡としては、前期の竪穴式住居跡を検出した大 遺跡 、土壙墓を検出した

遺跡がある。中期前半の遺跡には、方形周溝墓が検出された 遺跡がある。南 地域を代表

する古い の方形周溝墓 である。 く中期後半には、 路遺跡・ 遺跡 遺跡で方形

周溝墓が まれるようになる。 遺跡では円形 方形の竪穴式住居跡も検出され、集 域と墓

域が共 することが明らかとなり、南 地域の 代中期の集 の様 が明らかとなった。後

期の遺跡としては、蔵垣内遺跡 路遺跡から竪穴式住居跡が、 遺跡から方形周溝墓が つ

かっている。

古 代の集 遺跡としては、蔵垣内遺跡、 遺跡 出 遺跡などから竪穴式住居跡がみつ

かっている。前期古 としては、向山古 が られるのみである。中期になると、中期後半に築

された 主 古 古 が、亀岡市と南 市の 付近に 在する。 古 は、二 築成

の方 である。 主 古 は、 出しと二重周 をもち、 製 などが 葬されてい

た。近年の発掘調査で たに発 した 古 は、中期後半から後期前半に築 された古 で

ある。 に１ は、 ・ をもつ 長墓の１ と えられ、 ち人形 をはじめ、

器、 工 などが 葬されていた。後期になると、前方後円 が築 される。後期 に

築 された保 古 （案 使１ ）は、全長53 を測り、二重周 をもつ。二 築成の

には を施し、 木製 を立てる。後期前半に築 された千歳 古 は、 築成の

と二重周 をもち、 地域を代表する 主 と えられている。

古 代後期後半から 代前半にかけて、 多くの 穴式 を内部主 とする古 が築

かれるようになる。蔵垣内遺跡北部に所在する国分古 もこの 期のものであり、 近の発掘

調査によって 穴式 が27 上 され、 の が 増したとこ である。中でも、国分

45 は 形を す。このような多 形 は、 人層の墓に 用されるが、近年地方

における調査事例から、 代にみられる の例として、多 形にめ ら る が報

告されている。45 も 形に 形を り れており、中 と関 した 力者の墓と位置 け

られている。

代には、 遺跡から 路遺跡にまで 用水路と竪穴式住居跡 掘立柱建物跡が

まれるようになる。 の に蔵垣内遺跡 原 遺跡においても住居跡が められた。この

期に、かなり広 にわたって大 な水田 発と集 の形成がなされたようである。
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良 代には、亀岡市域は 国に含まれる。 遺跡から 溝によって まれた区 内に、

に配置する大 の掘立柱建物跡 がみつかった。 な様 の い建物 とされ、出土

遺物から 良 代前半の 期間で した 国府関 の施設 とも えられている。中 には

各地に国分寺・国分 寺が建立される。蔵垣内遺跡に する 辺部に国分寺と国分 寺が

在する。 市遺跡では、国分寺 建 の を 成し、水 を 用して国分寺まで んでいた

ようである。また 良 代の山 道は、国分寺・国分 寺から 遺跡の な施設にかけて、

に う形で 在したとする が 力とされている。しかし、山 道に関 する遺構の検出に

は っていない。

平 代の遺跡は、 路遺跡から掘立柱建物跡がみつかっている。この中に 柱建物もあり、

が 在した がある。

中世になると、蔵垣内遺跡から掘立柱建物跡 土坑などがみつかり、中世後期の 国分寺に

関 する遺構と えられた。これは、在地 主層の居 もしくは寺院関係の施設である子院と

われる
２

。

次に、 地 事業に伴う発掘調査によって明らかになった蔵垣内遺跡内での各 期の遺構の

広がりを概 する（第２図）。ここに記す地区名は、 の第11次調査 に設定したものである。

・Ｄ地区付近では、 文土器が 含層から出土した。 ・ 地区付近から 代後期の竪

穴式住居跡がみつかり、この付近に後期の集 が する。Ｇ・ 地区の東 には古 代前期

の竪穴式住居跡がみつかり、この 期には遺跡南東部の府道 いに集 が まれるようになる。

古 代後期後半から 代前半にかけては、 ～ 地区付近にかけて、古 が築かれるよう

になる。また、 代から 良 代 には ～Ｇ地区付近にかけて竪穴式住居跡が する。

く 良 代中 になると国分寺・国分 寺が建立され、 ・Ｄ地区付近に 良 代の遺構が

在する。国分寺南東 400 付近の 地区付近からは正方位の建物 がみつかり、 な施設

であると えられた。平 代の遺構は であり、当 の様 については不明な が多い。中

世になると、 地区西 に遺構が集中することから、この付近に中世国分寺に関 する子院など

の施設が 在すると えられている。

の調査地は、 辺部のＡ地区とＤ～Ｇ地区間にあたることから、 文土器を 含する

層が一部かかり、 代から 良 代にかけての集 跡などを検出するとことが された。

３．調査概要

（１）Ａ地区（第２～４図）

この地区は 地区南 の 中 域にあたり、 地区より ６ い。 地区付近では、 地

事業に伴う発掘調査で竪穴式住居跡 掘立柱建物跡を多 めている。調査 前は50

どの が する 々地形を しており、 の南 は 崖となることから、遺構はさ ど

遺 していないと えられた。調査 地に、遺構の を するための試掘トレンチを３か

所設定し掘削した。 の 、 々地形は後世のもので、南に向かって かに下がる地形が
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第２図　調査トレンチ配置図
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められ、この 斜面を掘り込 形で竪穴式住居跡の一部と柱

穴などを検出した。この を まえて、 中 の路線部

分全域を した。Ａ地区北端は、 色土 色土

の遺物 含層が 30 堆積しており、 含層上位に 色

土が 30 の で られる所もあった。 土に伴う明

な土色の いは められなかったが、住居跡などの遺構が、

含層を る形で 在した が いと われた。ＳＨ

315付近から南 は、遺物 含層は められなかった。

検出した遺構は、 含層下位あるいは地山面を掘り込 形で

検出した遺構で、土器 １ ・竪穴式住居跡７ ・ １ ・

溝１ ・土坑２ ・柱穴 などである。また 地区との

が ６ あることから、どのあたりで 斜面になるか旧地

形 のための試掘トレンチをＡ地区北端に設定し掘削し

た。Ａ地区北端から北方４ 付近から 30 の 斜で が

在することがわかった（第４図Ｂ－Ｂ）。

1）弥生時代　この 代の遺構は、土坑ＳＫ358である。

土坑ＳＫ358（第５図）　Ａ地区中 付近から検出した。掘

形は、東西0.44 南北0.37 、深さ 0.2 である。 こに

代中期の （１）を にし、 の 部片（２）を にした状

第４図　A地区土層断面図第３図　A地区遺構配置図
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で出土した土器 である。中の土から、骨などは められなかった。

出土遺物（第６図）　１は、 部が かに大きく 反する である。 部 面は上半が き

のち 調 、下半は ラ削りを施す。内面は 部上半部が斜めの 調 、中位は 方向の

調 、下半を 方向の 調 を施す。２は、 部が大きく する である。 部 面は

方向の 調 、内面は 調 を施す。

2）飛鳥時代　この 期の遺構は、竪穴式住居跡ＳＨ327・315の２ である。

竪穴式住居跡ＳＨ327（第７図）　Ａ地区北端で検出した住居跡である。 の は、5.0 5.0 、

深さ 0.2 、 37 を測る。北東辺中 に が付く。 の は、長さ1.0 、 1.1 を測る。

部の内法は、 0.4 である。南西辺中 付近を いて、周壁溝がめ る。周壁溝の れ

る所が住居への出 り であったと われる。周壁溝の は、 30 、深さ 10 である。

主柱穴は、各 ー ー周壁溝 りに設けられ、 30 、深さ 20 を測る。住居内埋土中か

ら 器 （４）・ （５）・ の 部片が出土した。

竪穴式住居跡ＳＨ315（第７図）　Ａ地区北 で検出した住居跡である。試掘調査で住居跡の一

部を した。住居の は、5.0 5.1 、深さ 0.2 、 42 を測る。北西辺中 に が付く。

の は、長さ0.8 、 1.1 を測る。 部の内法は、 0.4 である。 付近を いて

40 、深さ 20 の周壁溝がめ る。主柱穴は南の２か所は ー ー周壁溝 りに、北の２か

所は中 りに設けられ、 30 、深さ 20 を測る。 内から土 器 （８）、 右 の周

壁溝付近から土 器壺（７）、南西辺中 付近の床面から土 器片とともに 器 （６）、埋土中

から 器 （３）が出土した。

出土遺物（第８図）　３・４は、 Ｈ である。 井部は ラ 後 な 調 する。５は、

第５図　 358実測図 第６図　出土遺物実測図（１）
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第７図　 327・315実測図
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Ｈである。 部は してお

り不明である。 部は内上方

に く立ち上がる。３～５は

代中 に位置 けられる。

６は、 の 部である。

で端部は下方に る。７は、土

器 である。 部内 面は

調 を、 部内面は、 方

向の 調 を施す。８は、長

の である。 部 面は 方

向の 調 、内面は ラ削り

を施す。

3）時期不明　出土遺物がな

く 期 定には らなかった遺構は、竪穴式住居跡ＳＨ311～314・328の５ である。

竪穴式住居跡ＳＨ328（第９図上）　Ａ地区北 で検出した住居跡である。 の は、3.5

3.5 、深さ 0.05 、 36 を測る。 に りが く、東半分は調査地 になるため、 の

全 については不明である。主柱穴は、 ー ー りから３か所で検出した。 の は、

30 、深さ 10 を測る。 周壁溝は められなかった。出土遺物はないが、ＳＨ327と主

が 平行するから、 期の住居の がある。

竪穴式住居跡ＳＨ314（第９図中）　Ａ地区北 で検出した住居跡である。 の は、4.0

4.0 上、深さ 0.1 、 19 を測る。 に りが く、西 が調査地 になるため、全

については不明である。主柱穴は、 ー ー りから３か所で検出した。 の は、

30 、深さ10～20 を測る。 周壁溝は められなかった。

竪穴式住居跡ＳＨ313（第９図下）　Ａ地区北 で検出した住居跡である。 の は、4.6

5.0 、深さ 0.1 、 28 を測る。住居の東 が調査地 になるため、全 については不明で

ある。主柱穴は ー ー付近から３か所で検出した。 は、 30 、深さ 10 を測る。

周壁溝は められなかった。

竪穴式住居跡ＳＨ312（第10図上）　Ａ地区北 で検出し、ＳＨ311に られた状 で検出した。

住居の は、5.0 4.0 上、深さ 0.05 、 15 を測る。住居の西 が調査地 になるため、

全 については不明である。北辺中 から を検出した。ＳＨ327・315で検出した のように、

内 が 色に けているという状況でなく、 内に がわ かに していた。 の は、長

さ1.6 、 0.8 を測る。 部の内法は、 0.3 である。住居の まで 道部は びていた。

の遺 状 は かったが、 道部の状況がわかるものであった。東・南辺には、 0.3 、

深さ 0.1 を測る周壁溝がめ る。南東 ー ー付近のみ、 の が0.8 と広い。主柱穴は

ー ー付近から２か所で検出した。 は、 30～40 、深さ 10 を測る。

第８図　出土遺物実測図（２）
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竪穴式住居跡ＳＨ311（第10図下）　Ａ地区北

で検出した住居跡である。 の は、8.0

9.2 、深さ 0.1 、 ６ を測る。 に

りが く、南北方向に長い住居であった。

検出した住居の中で も大きく、 周壁溝は

められなかった。主柱穴は、６か所で めら

れた。 は、掘形が0.4～0.8 、深さ 0.3

を測る。 の住居の主柱穴に て、大きい。

柱痕跡は、 0.2 である。一辺が3.5～5.0

を測る住居 の中に、この1 のみが の

面積をもつ。これは、集会する場など の住

居と の なる施設であったためと われ、

この住居跡を中心に集 が することも え

られる。

溝ＳＤ359（第３図）　Ａ地区北 に設定した

試掘トレンチから検出した、東西方向の溝であ

る。全長 １ を した。 0.5 、深さ

0.3 を測り、埋土は 色礫土である。竪穴

式住居跡 北 の 位 から検出し、調査地内

に溝の きが められなかったことから、Ｂ地

区からの に う形で築かれたと われ

る。竪穴式住居跡 への 水を ための溝で

あったと える。

柱穴群（第３図）　柱穴 のうち、遺物が出土

したものはわ かであり、また出土遺物も破片

であることから、 期 定には っていない。

竪穴式住居跡が埋まってからのものも含まれる

ため、 代また れ の柱穴が 在する

ものと 断される。Ａ地区南 ど の 度は

となる。

（２）Ｄ－１地区（第２・11図）

Ａ地区から北方 110 の交 付近をＤ地

区とし、 の北半部をＤ－１地区として調査し

た。この地区から検出した遺構は、方形周溝墓

1 ・土坑２ ・竪穴式住居跡１ ・掘立柱建 第９図　 328・314・313実測図
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第10図　 312・311実測図
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物跡１ ・柱穴 などを検出した。また、

当地区北西部の 地層から 文 代 期の

土器 器が出土した。

1）弥生時代　この 期の遺構は、方形周

溝墓ＳＤ45と土坑ＳＫ39である。

方形周溝墓ＳＤ45（第12図）　調査地中

から、長さ 4.8 、 1.0～1.4 、深さ0.05

～0.15 を測る溝を検出した。溝の から

土器 ・壺・ などが細片の状 で出

土した。 に りの い溝からの出土で

あったが、多くの 土器（第13図）を る

ことができた。 市所在の 遺跡でみら

れた方形周溝墓 での遺物出土状況に

することから、ＳＤ45も方形周溝墓周溝の

一部と えた。周溝墓の全 ・ につい

ては不明であるが、周溝がわ かに 状を

なすことから、南を する溝であると わ

れる。また、 様の溝が西 にもみられる

ことから、この付近に の方形周溝墓が

した も えられる。

土坑ＳＫ39（第14図）　調査地中 付近か

ら検出した。 は、1.2 0.8 、深さ

0.05 を測る。土坑中 から 代中期の

が、 たわった状 で出土した。 の半

分 上が後世の削平によって していた。

は しており、図化できなかった。

出土遺物（第13図）　９は、 部の平

な である。 部 面に ラ状工 によ

る 痕が められる。10は、 部の破片で

ある。 ５ の円柱状の 部から大きく

く。11は、細 壺である。 部 面には

線文と 状文が交 に施され、 部 面に

は流水文が施される。８ を一 位として

線文 状文、流水文が施される。12・

13は、 壺で、 一 である。 面は 第11図　D－１・E－１地区遺構配置図
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斜め方向の 調 を、 部内面は 調 を、

部内面には ラ削りが施される。14は、水平

をもつ である。 部 面には、 方向のミ

が施される。 端部は下方に る。

2）飛鳥時代　この 期の遺構は、竪穴式住居跡

ＳＨ105である。

竪穴式住居跡ＳＨ105（第15図）　調査地北 で

検出した。住居南 が 良 代の土坑ＳＫ104によ

って削平されていた。 は、 2.6 3.6 、深さ

0.2 、 20 を測る。小 な住居である。

北辺中 に が付く。 の は、1.0 0.9 、

間の内法は0.3 を測る。 部から 中 にかけて 色に けていた。東辺に 0.2 、深

さ 0.04 の周壁溝を設ける。主柱穴は、中 よりの４か所から検出した。柱穴の は、

0.15～0.2 、深さ 0.2 を測る。住居北 から、 器 （18・20）、土 器 （21）・ （23）な

どが細片化した状 で出土した。また、 の 付近から土 器壺（22）が完形で出土し、 部か

第12図　 D45実測図

第13図　出土遺物実測図（３）

第14図　 39実測図
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ら土 器 の破片（24～26）が出土した。

出土遺物（第16図）　15は、 器 である。つまみは する。 井部から 部にかけて

かに 斜し、端部は下方を向く。16～18は平 の である。16・17の 部は、 ラ り後 な

調 する。18は、器 の い である。 みが しい。19・20は、 部 部より内 に 状

第15図　 105・ 104実測図

第16図　出土遺物実測図（４）
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の をめ ら る 器 である。21は、土 器 である。 部内面には 状に 文が施さ

れる。 端部は 上方に る。22は、土 器 である。 部 面には に、 部内面は

方向の 調 を施す。 部は 形である。24～26は土 器 である。 面は 方向の 調 、

内面は 方向の 調 と 調 する。23は、土 器 である。 部は大きく 反する。

面と 部内面に 調 を施す。16は柱穴から、 はＳＨ105から出土した。

３）奈良～平安時代　この 期の遺構は、掘立柱建物跡ＳＢ14と土坑ＳＫ104・50と柱穴 であ

る。

掘立柱建物跡ＳＢ14（第17図）　調査地中

で検出した 柱建物である。 は、２間（3.5

） ３間（4.7 ）、 ７ を測る。柱穴の掘形

は、 0.3～0.7 、深さ0.1～0.3 を測る。 場

に伴う発掘調査で、この付近から 様の建

物 を検出しており、 な施設が 在する

と えられている。ＳＢ14は、構成施設の1

と われる。

土坑ＳＫ104（第15図）　ＳＨ105の南 を

る形で検出した。 は、1.2 1.5 、深さ

0.3 を測る。すり 状に掘られた土坑は、ＳＨ

105の床面を掘り込んでいた。 色土の埋

土とともに、 大から人 大の礫が多 に埋ま

っていた。 の埋土中から 器 （15）・（17・第17図　 14実測図

第18図　 50実測図 第19図　出土遺物実測図（５）
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19）が出土したことから、 良 代とした。

また、埋土に した状況で （33）が出

土した。

土坑ＳＫ50（第18図）　調査地西 で検出

した。 は、1.5 2.4 、深さ 0.1 を測

る。 色土の埋土とともに、 大ある

いは人 大の礫が多 に埋まっていた。 の中から 器 （27）・ （28）・ 片（29～31）が出土

した。 については不明である。

出土遺物（第19図）　27は、 器 である。 平なつまみが付く。28は、 状の め ら

る 器 である。29～31は、 器 である。

柱穴群（第11図）　調査地内から もしくは一辺が0.2～0.5 の柱穴が 多く検出できた。

期のわかる遺物としては、 器 （16）であった。また、 検出した柱穴 の中に、 器

が出土するものもあった。これは、当地区付近では と われていた 良 代から平 代後

期にかけての遺構の 在を すものである。

４）縄文時代

文 代の遺構は検出されなかったが、 地層内 土坑埋土中から 文土器・ 器が出土した。

石器（第20図）　32は 地層内から、33はＳＫ104埋土内から出土した。い れもサ イト製

の 式 である。

（岡 研一）

縄文土器（第21図）　Ｄ－１地区の 地層から、 文土器が出土した。土器は、大きめな 円と

形をしている 文で、内面に 状工 による 線を施していることから、 文 代 期中葉

の 文を主文様とする 山寺式土器に 定できる。 文は、 に文様を り込み、器面に

しつけながら施文する文様である。出土土器の は であるが、図 できた９ には

文を施文している（34～41は 円文、42は 形文）。 部 部といったものは出ておら

部片が主である。

34の 円文の 位としては重 していてわかりにくいが３ 位であり、施文方向は右下がりで

ある。 円文の大きさは、長 1.2 、 0.8 度である。施文の り いは、明 ではな

いが上から下の に施文しているのではないかと われる。内面は丁 な 調 を施し、

が できない。35は してわかりにくいが、 円文を施している。 位は できない

が、施文方向は右下がりと えられる。 円文の大きさは、長 1.1 、 0.7 度である。

内面は 調 を施す。36の文様の 位は表面の のため、２ 位までは できた。施文方

向は右下がりである。 円文の大きさは、長 で1.1 、 で0.65 度である。内面は

調 を施すが多 粗い。37の文様の 位は３ 位で、原 長が でき2.6 度である。施文

方向は右下がりである。 円文の大きさは、長 で1.3 、 で0.7 度である。内面は丁

な 調 を行っている。38の文様の 位は３ 位で、原 長が でき2.4 度である。

第20図　出土遺物実測図（６）
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施文方向は右下がりである。 円文の大きさは、長 で1.25 、 で0.7 である。内面は丁

な 調 を行うが、 が られる。39の文様の 位は のためわかりにくいが、３

位である が い。施文方向は右下がりである。 円文の大きさは、長 1.2 、

0.7 である。内面は 調 を行っているが している。40の文様の 位は分かりにくいが、

３ 位であると われる。施文方向は右下がりである。 円文の大きさは、長 1.3 、 で

0.8 度である。内面は 調 を行っている。41は 部の も るとこ であり、小 りの

円文を施す。 位は３ 位もしくは れ 上であると える。施文方向は右下がりである。

円文の大きさは、長 0.9 、 0.55 である。内面は 調 を行っており、部分 に い

が目立つ。42は 形の 文を施しており、 部付近に位置する。 位・施文方向は不明で

ある。 形文の大きさは、長 3.3 、 ２ である。内面の 線は0.6 で、 みを びて

いるため 状工 による施文であると えられる。また右 下がりに施文する。内面は 調

を行っている。

出土した土器の部位は 部下半が主 であり、 山寺式に な内面 線が ないのは こ

まで いていないためと えられる。内面は 調 であり、 があまりなく丁 である。

第21図　出土遺物実測図（７）
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文は 本 に 円文を しており、右下がりの施文方向である。

位は主に３ 位で、およ の原 長のわかるものもある。 形

文を する土器の 線方向は、右下がりである。 部の 理が行

われていないこと 、 線の間 がある 度 れていることから、

山寺式でも一 古い のものではないと えられる。しかし

の土器の 円文の 位 大きさ、41の 円文が小粒で様 が

なることを すると、多 期 があるのかもしれない。

（ 　 年）

（３）Ｅ－１地区（第11図）

Ｄ－１の北 に く地区である。この地区から検出した遺構は、

風 木痕と柱穴 である。

1）縄文時代　Ｄ－１地区の 地層から 文土器が 出土した

が、この地区からの出土は のみである。Ｄ－１地区で られ

た 地層はこの地区では くなり、後世の削平をかなり受けてい

ると われた。

風倒木痕　調査地南 から、木が れた に大きく を受け

た が か所でみつかった。南端から検出した風 木痕の埋土

中から、 文 代 期の土器片が 出土した。

2）時期不明　調査地全域からまばらな状況で、柱穴を検出した。

柱穴群（第11図）　調査地内から 0.2 前後の柱穴を検出した。

建物などの 原には らなかった。

（４）Ｇ地区（第22図）

－１地区北 に位置する。この地区から検出した遺構は、掘

立柱建物跡１ ・土坑４ ・柱穴 である。土坑については、土

器 土などが められたものについて報告する。

1）中世　この 期の遺構は、掘立柱建物跡ＳＢ65と土坑ＳＫ

41・39である。

掘立柱建物跡ＳＢ65（第23図）　調査地北 で検出した建物であ

る。 は、２間（4.9 ） ４間（8.6 ）、 14 を測る。柱穴は、

0.3 、深さ 0.2 を測る。出土遺物はないが、Ｄ－１地区で

検出した掘立柱建物跡と て、１間の長さが長く、柱穴の

も小さい。また、 場 事業に伴う発掘調査で、この付近から

は 器 黒色土器などが出土する建物などがみつかっていること

から、中世の建物と えた。

土坑ＳＫ41（第24図上）　調査地北 、ＳＢ65の北 ４ から検 第22図　G地区遺構配置図
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出した。土坑の断面は 字形で、掘形の は、１ 四方、深さ 0.6 を測る。埋土は、

色粘質土であるが、下層には粗砂・小礫が じる。水溜め場としての 掘り井 の があ

る。埋土上層から人 大の とともに 器 （48）、白 （49）と （52）が出土した。

土坑ＳＫ39（第24図下）　調査地北 、ＳＢ65の北 ７ から検出した。 は、1.2 1.0 、

深さ 0.1 を測る。部分 に 土が められた。

柱穴群（第22図）　調査地全域から、大小さま まな柱穴を 多く検出した。出土遺物も なく、

期不明のものが多い。

出土遺物（第25図）　柱穴出土の43～45は、土 器 である。44・45は、て 字状 を する。

柱穴出土の46は、 器 である。 部には、 り痕が る。土坑状の ち込みから出土した

47とＳＫ41出土の48は、 器 である。47は、内面を にミ 調 する。48は、内面を粗く

ミ 調 する。49は、中国製の白 である。50は、 である。51は、 質土器の である。

面を 子状に く。52は、 である。

４．まとめ

行して実施された 地 事業に伴う発掘調査によって 明したこと に、 の調査で

明らかになったことを 記する。

①当遺跡南 にあたるＡ地区は、 の 辺部に位置するが、この一 い 面からも

第23図　 65実測図 第24図　 41・39実測図
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代中期の土器 代の竪穴式住居跡 を検出した。亀岡市教育委員会が ・Ｇ地区西

200 付近の じ地形から 多くの遺構を検出していることから、南方から西方にかけての

辺部にまで遺構が することが明らかとなった。

②Ａ地区の土器 に加え、Ｄ－１地区から 代中期の土器を 含する溝がみつかり、方形

周溝墓であることがわかった。周辺から出土遺物はなかったが 様に する溝がみつかり、こ

の付近に 代中期の墓域が することがわかった。

Ｄ－１・ 地区から 文 代 期の 文を施す土器が まとまって出土した。 地層

埋土中からの出土であったが、 期の土器が出土した案 使遺跡が当遺跡南 に所在することを

含めると、この付近に当 の遺跡が すると われ、 重な資料を ることができた。

（岡 研一）

１　調査参加者（ 不 ）

　　　調査 員　 子・田中 子・ 内 ・ 井 子・ 村大 ・ 上真 ・平田 一・

・大黒 二・魚 主・松 ・ 井 ・ 年・ 部 ・関め み

　　　 理員　 はま子・中島 子・井上 ・ 子・ 水友 子・ 代・ 子・ 川多 子・

垣真代・岡田

　　　作業員　島 イト子・近 正 ・広 ・小 正 ・ 小ち ・ 子・ 崎 ・ 木ま み・

山田 ・平 かすみ・ 本 彦・西村 ・岡本 子・松田弘和・ 田 ・寺町 則・ 木 代子・

井 ・田中康 ・西田和則・ 々村 子・ 子・名 ・ 井 と子・ ・中

保

第25図　出土遺物実測図（８）
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２　村田和弘 ２． 路遺跡第３次 『国 地 編 事業 亀岡地区 関係遺跡（平成15年度）発掘調

査概報』（『京都府遺跡調査概報』第114 　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2005

　　　 崎 ３． 市遺跡第３次 『国 地 編 事業 亀岡地区 関係遺跡（平成15年度）発掘

調査概報』（『京都府遺跡調査概報』）第114 　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2005

　　　 崎 か １． 遺跡第７次 『国 地 編 事業 亀岡地区 関係遺跡（平成16・17年度）

発掘調査概報』（『京都府遺跡調査概報』）第123 　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2007

　　　 原 か ４． 遺跡第７次 『国 地 編 事業 亀岡地区 関係遺跡（平成16・17年度）

発掘調査概報』（『京都府遺跡調査概報』）第123 　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2007

　　　 崎 か 蔵垣内遺跡第４次・国分古 （ ）『国 地 編 事業 亀岡地区 関係遺跡

（平成16・17・18年度）発掘調査報告』（『京都府遺跡調査概報』）第129 　（財）京都府埋蔵文化財調査

研究センター）2008
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２．長岡京跡右京第953次
（7ANGNU-3地区）発掘調査報告

１．はじめに

の発掘調査は平成20年度 状線（第５工区）地方道路交付 （ 路）業務委 に伴い、京都

府建設交通部の依頼を受けて実施した。調査地は京都府長岡京市西の京地内であり、北 は京都

市と している。長岡京跡では西二 大路および大路東 溝の 定地にあたる。また、上 遺

跡の東 地に位置する
１

。調査面積は720 である（１区570 、2区100 、３区50 ）。

周辺域の調査では、長岡京市立長岡第 小学 建設に伴う右京第22・25次の調査において、長

岡京期の遺構としては、長岡京跡で 大 の掘立柱建物跡が つかった。近年では 向 町線

道路 築工事に伴う調査で、長岡京期の遺構としては一 大路南 溝・西 間東小路東西

溝・右京二 町域の掘立柱建物跡、下層の上 遺跡の成 としては 文 代 期の竪穴

式住居跡 土器 墓などが つかっている。

現地の発掘調査にあたっては京都府教育委員会、長岡京市教育委員会、（財）長岡京市埋蔵文化

財センター、（財）京都市埋蔵文化財研究所および地 自 会の方々にお世 になった。記して

の を表する
２

。発掘調査は、調査第２課調査第１係長小 、 主査調査員柴暁彦が担当した。

なお、調査に係る経費は、全 、京都府建設交通部が負担した。

２．調査の概要（第２～４図）

調査では右京第584次調査の東 地（３区）と の北 の一 下がった水田部分の２か所

（１・２区）に調査区を設けた。表土および耕作土

は重機により 去した。 下に各地区の概要を

る。

第１図　調査地位置図
（国土地理院　1 25 000　京都西南部） 第２図　調査トレンチ配置図
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１区　耕作土を 去すると 原中で自然流路跡

R95301を した。この流路は北東から南東へ 行し

て流れていた。堆積土は 灰色および 灰色砂礫層であ

る。この層には 文 代 期から平 代、中世、近世

の遺物を 含していた。この堆積層を 去すると、地下

水中の ン ン分が した 色の砂礫層（５層）が堆

積していた。この層を重機により ２ 掘削すると、人

大の礫層が き、遺構は検出できなかった。

２区　 ５ 19 の南北トレンチである。第１層下

の灰色粘質土層は４層（２－ ～ ）に分層できた。出土

遺物により中世から近世の堆積土と 断した。遺構は検

出していない。この灰色粘質土層を 去すると 色の

礫層となる。部分 に 灰色の粘砂質土が堆積していた。

この層には した 器の破片が含まれていた。

３区　第584次調査地の東 に 1.3 、長さ38 のト

レンチを設定した。表土層を 去すると、北 では灰白

色粘質土、南では 色粘質土の遺構検出面となる。北

は のみで遺構は できなかった。南 では溝２

を検出した。 D95302は、 1.5 を測る断面が 状の

溝である。 D95303は、 2.4 、深さ0.3 を測る。遺物

は古 代後期の 器 の細片がある。また断ち割

りによって、この下層で自然流路跡を した。堆積土

の砂礫中には土 質の土器片が含まれていた。

３．出土遺物（第６図、図版第４）

１区から出土した遺物を中心に図 した。１は 文

代 期の の 部片である。 端部 面に１ の

線をめ ら 、 の下に２ 一 の山形 線を上下に

さ て施文している。 土の色調は 色で

を含んでいる。 賀 式である。２～６は 部片であ

る。３・４は 器の削り出し である。５は灰

器である。７は斜 子 きの平 片である。 成は く

質であり、色調は 色をなす。端面は するが、

のため 面の布目痕跡は できない。白 期の

と えられる。８は調査中、３区西 の畑で表 した 文 第３図　調査地平面図
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第４図　１～３区土層断面図
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代の であ

る。 痕と

痕が でき

る。９は

代の 製 の

部片である。

は不明 なが

ら できる

が、 部と

部は 川を流さ

れたことによる

が しい。

10はサ イト

製の クレイ

ーである。

４．まとめ

の発掘調査では明 な遺構は できなかった。１・２区では 原の自然流路内に流れ

込んだ砂層および砂礫堆積から、 した遺物が 出土した。 する右京第584次および

第691次調査においても な遺構・遺物は られ 、調査地近辺は土地 用が であったと

えられる。ただ、 出土した 子 きの平 は、小畑川の 流を含 調査地上流域に白 期

の寺院 の 在を するものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（柴　暁彦）

１　 の調査地は長岡京跡 には 、井 内、上 遺跡のい れの にも含まれない。

２　調査参加者（ ）中島 子・ 保

参考文献
山本 雄　 長岡京跡右京第22・25次調査報告書 －長岡京跡右京二 二・ 町、上 遺跡－（『長
岡京市埋蔵文化財調査報告書』第11集（財）長岡京市埋蔵文化財センター）1997
山本 雄　 右京第122次調査概報 （『長岡京市埋蔵文化財センター年報』昭和57年度（財）長岡京市埋
蔵文化財センター）1983
岩崎　 　 右京第691次（７ANGND ２地区）調査概報 （『長岡京市埋蔵文化財センター年報』平成
12年度（財）長岡京市埋蔵文化財センター）2002
木厚 　 長岡京跡右京第584次発掘調査概要 （『京都府遺跡調査概報』第80 （財）京都府埋蔵文化

財調査研究センター
上村和 か　 長岡京右京二 ・ 町跡、上 遺跡 （『京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告』
2006－34（財）京都市埋蔵文化財研究所）2007
　 か　 長岡京右京二 一・ 町跡、上 遺跡 （『京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告』

2007－12（財）京都市埋蔵文化財研究所）2008

第５図　出土遺物実測図（10の黒 りは しい を す）
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３.大山崎大枝線道路改良事業
関係遺跡発掘調査報告

１．はじめに

京都府を南北に る交通路の が められる中、大山崎町から長岡京市、京都市西部にか

けては京都第二 状道路の建設が されている。 れに伴い、第二 状道路周辺の道路

が されており、 の一 として、京都府は府道大山崎大枝線道路の改良事業を めている。

の調査は、京都府乙訓土木事務所の依頼により、府道大山崎大枝線道路の改良事業に伴い実

施したものである。調査地 は、府道大山崎大枝線と京都第二 状道路の 部分の本調査地

１か所（伊賀寺地区）、第二 状道路内の試掘調査３か所（樽井地区・調子地区・円明寺地区）、

４か所である（第１図）。

本調査を実施した伊賀寺地区は、長岡京市下海印寺下内田地内にあり、長岡京跡右京

二町（ で 町 下 じ）に位置し、伊賀寺遺跡内にある。調査 地は小

川 よりも１ 近く い 上であり、平成15年度に実施した第二 状道路関係遺跡の

第１図　調査地位置図（国土地理院1 25 000京都西南部）
１.伊賀寺地区R943次　２.樽井地区Ｒ943次　３.調子地区Ｒ938次　４.円明寺地区R939・940次
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試掘調査（右京第799次調査）により、 文 代から 代にかけての遺構が分布していること

が 明していた
１

。調査は、 業用水路・ 道の 保の関係から、３か所のトレンチに分けて、

1045 を長岡京跡右京第943次調査として実施した。現地調査期間は５月７ ～７月30 までを

要した。

試掘調査は、樽井地区と調子地区・円明寺地区で実施した。

樽井地区は長岡京市友岡樽井地内にあり、長岡京跡右京第943次調査として実施したもので、

長岡京跡右京 二町（ 町）に位置する。小 川の旧流路内の土砂を した。

調査は７月22・23 に実施し、調査面積は10 である。

調子地区は、長岡京市調子２丁目にあり、長岡京跡右京 一町（ 町）に位置し

第２図　伊賀寺・樽井地区調査トレンチ配置図

付表１　調査一覧

地区名 調査次 所在地 長岡京 定地、遺跡名 調査面積 現地調査期間 担当
円明寺 右京第940次 長岡京市調子

３丁目
長岡京跡右京 二町（

右京 四町）、硲遺跡
430 ５月14 ～

６月27
森島

右京第939次 大山崎町円明
寺小字松田

長岡京跡右京 二町（
右京 四町）、松田遺

跡

150

調子 右京第938次 長岡京市調子
２丁目

長岡京跡右京 一町（
町）

175 ５月７ ～
５月27

中川

樽井 右京第943次 長岡京市友岡
樽井

長岡京跡右京 二町（
町）、友岡遺跡

10 ７月22 ～
７月23

岩松

伊賀寺 右京第943次 長岡京市下海
印寺下内田

長岡京跡右京 二町（
町）、伊賀寺遺跡

1045 ５月７ ～
７月30

岩松・
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ている。長岡京跡右京第938次調査として実施した。調査地は、現調子集 の所在する から、

Ｒ西 本 道がある南に向けて地形が下り、 ４ の を している。周辺の調査では、

地では右京第851次調査（調子地区）で 代中期・ 内期、中世に るまでの多くの流路跡

が検出されている
２

。また では、右京第825次調査の14トレンチで平 代の溝 を して

おり
３

、右京第851次調査（調子地区）では 代と 良～平 代の柱穴を している
４

。

地内に２本のトレンチを設定したが、 な遺構・遺物は できなかった。現地調査は５月７

から５月27 まで要し、調査面積は175 である。長岡京跡右京第938次調査として実施した。

円明寺地区は、長岡京市調子３丁目・大山崎町字円明寺小字松田にあり、長岡京跡右京

二町（ 右京 四町）・松田遺跡・硲遺跡に位置している。 地が１市１町

にまたがっており、長岡京市分を長岡京跡右京第940次、大山崎町分を 939次調査として実施し

た。過去の周辺での調査では、長岡京関係の遺構は されていないが、松田遺跡では 代

後期～古 代の竪穴式住居跡が、硲遺跡では 代後期と古 代の竪穴式住居跡などが検

出されている。調査は ５本のトレンチを設定して調査したが、 な遺構・遺物は されな

かった。現地調査は５月14 から６月27 まで要し、調査面積は右京第939次調査・松田遺跡が

150 、右京第940次調査が430 である。

現地調査は調査第２課調査第３係長 井 、主任調査員岩松保・森島康雄・中川和哉、

調査員 が担当した。 調査面積は1800 である。現地調査 び 理作業にあたっては、

多くの方々の参加を た。また、長岡京市教育委員会、大山崎町教育委員会、京都府教育委員会、

地 自 会をはじめ、多くの方々に、ご ・ご協力をいただいた。厚くお礼申し上げたい
５

。

２．調査の概要

（１）伊賀寺地区の調査

1）検出遺構

の伊賀寺地区の調査 地は、 上に位置しており、西 の小 川 とは １ の

がある。平成15年度に実施した右京第799次調査では、小 川の は中世 に田畑

として土地 用されており、 上には広 に 文 代の遺構が検出されるものと 定され

た
６

。 調査した地 の北西 に した位置では、平成19年度に京都第二 状道路関係遺跡

で右京第927次調査が実施されており、 文 代中期後半の竪穴式住居跡 古 代後期の竪穴

式住居跡が検出された
７

。 の調査では、 の関 遺構が検出されることが期 された。

伊賀寺地区では、 業用水路と 道の 保のためトレンチを３か所に設定して、遺構・遺物の

検出に めた（第３図）。南から北に向けて１～３トレンチとし、調査面積は れ れ425.3 ・

430.4 ・189.3 で、 1 045 である。

①１トレンチ

１トレンチの土層（第５図）は、現耕作土（第１層）下に旧耕作土・床土（第２～４層）が堆積して

おり、 の下位に第５層の 色礫 土がある。この第５層には、 の 器と共に、 文土
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器小片および 代後期～ 内期の土器小片が じっていた。この下には第６層の 色土

が堆積していた。第６層上面はトレンチの北西部が く、ここから東 ・南 に向けて かに

下る地形をなしている。トレンチ北辺の東西壁で ると、調査地の西端から ６ 東 では、第

６層上面は標 26.3 付近にあり、 こから東 に向けて 々に くなる。かわりに れを う

第５層が 々に厚くなりつつ堆積している。第６層は調査地東端から６ 東 付近では、標

25.85 の さになっており、 こで第６層の堆積は わっている。 こから東にかけては、第

第３図　伊賀寺地区１～３トレンチ主要遺構配置図
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６層の下位にある第８層の 灰 色砂礫が レ に広がっており、トレンチの東端では 斜

めに上がる堆積となる。このことから、第８層は第６層の下にも り込み、第６層の堆積の 斜

とは に、西に下る地形を しているものと 断される。東端付近では、第５層も第８層と じ

く、斜めに上がる堆積となっている。 にトレンチ東端付近の第６・７層を南北方向に断ち

第４図　伊賀寺地区１トレンチ検出遺構配置図
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割ったとこ 、トレンチの北辺付近で第８層が に ち込み、 しただけでも 50 の さ

の崖面を形成していた（第４図サブトレンチ内東壁土層）。この第８層の崖面は第５図東壁土層で

も の一部が められた。この崖面は、後 のように２トレンチ西南の崖ＳＸ29に向けて東西方

向に びていると 定され、北壁東西土層は、北東から南西に下る 斜面を 東西方向に

していることとなる。第６層の東への 斜と第８層の西への 斜は、 の斜面の ち込みである

第６図　伊賀寺地区１トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ02・炉跡実測図

第５図　伊賀寺地区１トレンチ土層図
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と理解することができる。 して、 の第６層と第８層の 斜の

なり 第５・８層がトレンチの東端部分で東 に上がる 斜にな

ることも理解できる。

調査は第５層を 去した面、第６～８層の 上で行い、西端では

内期の竪穴式住居跡・土坑を検出した。トレンチの東半では、小

ピット 風 木痕状の土色・土質の いを したが、 実に遺構

と 断できるものはなかった。また、サブトレンチの断ち割りの中

からは、第６層を中心にして 文 代後期の土器片が 較 多く出

土したが、この下面では遺構を できなかった。

１トレンチでは、トレンチの西半部で、竪穴式住居跡２ 、土坑２ 、ピットを検出した。

竪穴式住居跡ＳＨ02（第６図）　調査地の南西部で検出した方形の竪穴式住居跡で、5.65 5.8

、検出面からの深さは 大で40 である。主柱穴は４ を し、 20～40 、深さ20～25

である。北東壁の全部と西北壁・西南壁の一部に周壁溝が作られていた。床面の 中 では、

３ の土坑が重 していた。重 関係から、 Ｂ Ａの に しくなる。Ａ・Ｂの２ は、壁

面が く けていることから、炉を作り えたものと 断した。 の炉跡 は60 60 上、

深さ20 で、内部は 色土で埋まっており、土坑の壁面は一部が く けていた。 の北 の

炉跡Ｂは、 60 、深さ12 の円形を している。壁面が けており（第６図右上第３層）、内

部には 土を含 色土（ 第２層）で埋まっていた。この炉跡の西 に重なって 40 、深

さ 30 のピットＡが掘り込まれていた。前２者と なり、壁面は けておら 、埋土に 土も

含まれていなかった。南東辺の中 に80 105 、深さ32 の 蔵穴状の土坑が設けられていた。

この土坑の北東 には、 50 、長さ30 、深さ15 の ラ 状の掘り込みが められた。この

土坑内 び上面の床面より 上位で壺（第29図107）、 （116）が小片となって集中して出土し

た。また、炉跡の西 では、床面・埋土中で、 （117）の土器片が集中して出土した。これら

の土器は、住居を する で、 蔵穴 竪穴を埋め した に破 した土器を れ込んだも

第７図　伊賀寺地区１トレン
チ竪穴式住居跡05実測図

第８図　伊賀寺地区１トレンチ土坑ＳＫ13実測図
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のと われる。住居跡の埋土は灰 色粘質土で、周壁溝を埋める位置には第２層の 色砂質土

が堆積していた。

竪穴式住居跡ＳＨ05（第７図）　調査トレンチの南西部で検出した。検出面からの深さは 大

で12 度で、部分 には２～３ しかない。 面で、 10 度、深さ２～５ の溝が壁面に

平行して検出されたことから、竪穴式住居跡の竪穴と周壁溝と 断し、竪穴式住居跡の一部と

断した。平面形は 状または かな 字状を しており、竪穴式住居跡ＳＨ02と じく 方

形の住居跡とすると、 の南東 部分、1.6 1.6 の に 当する。 の大部分は調査地

である。

土坑ＳＫ13（第８図）　トレンチの北西部で検出した土坑で、 東西方向を向く。長辺は

大で1.7 、 辺は１ で、 面は中 部が も深く、検出面からの深さは 大で25 を測る。

土坑の南東部は、 10 下がって ラ 状を しており、 の形状が竪穴式住居跡ＳＨ02の 蔵

穴と近 している。竪穴式住居が削平を受けた がある。中 部 西 の 面近くでは、

代後期～ 内期の壺・ （第29図110～112）が破 された状 で検出した。

土坑ＳＫ06（第４図）　竪穴式住居跡ＳＨ02の南東に近 して検出した土坑で、 1.2 、長さ

1.5 上で、調査地 に びる。深さは２～５ 度で、埋土中より 内期の土器片が出土し

ている。

現代井戸（第４図）　トレンチの西南 で検出した井 で、埋土は 色砂が埋まっていた。掘

削を行っていない。

②２トレンチ

２トレンチの現地表面は26.9 付近で、層序は、現耕作土（15～20 ）下に床土・旧耕作土・旧

床土が15～40 あり、 の下位に第３層の 色砂礫土が、 30 の厚さで堆積している。この

層の下位には、遺構を検出した ー 面である 色砂質土層、灰白色砂礫層が堆積している。

この ー 面の さは、北東部では26.4 近辺にあり、北西部では26.4 付近、南西部では26.4

付近、南東部では26 付近にあり、大きくは北西から南東に向けて下る 斜をなしている。

色砂礫土を 去した 色砂質土層・灰白色砂礫層上面で、 文 代から古 代までの遺

構を検出した。 色砂礫土中には 文土器片が含まれているが、この下面で古 代の遺構を

検出したことから、 色砂礫土は古 代 の堆積層と 断される。

遺構としては、 文 代後期後半の竪穴式住居跡２ 上・火葬墓２ ・土壙（墓）16 、古

代後期の溝・ピット、平 代のピット、 期不明のピットを検出した。なお、竪穴式住居跡

ＳＨ01から火葬墓ＳＫ26にかけての ち込み、竪穴式住居跡ＳＨ25の東 をめ る 状の ち込

みは、遺構を検出するために掘り下げたものであり、遺構ではない。

竪穴式住居跡ＳＨ01（第11図）　トレンチの中 部 東 の南辺で検出した半円状の土坑で

ある。竪穴は一辺4.6 度の 方形もしくは ５～６ 度の円形を するものと でき

る。竪穴の埋土は３層に分かれ、第１層の 色砂質土内からは多くの土器が出土したが、

に第１層下面に り付く状 であった。竪穴の 面は南に向けて 30 下る 斜面をなしており、
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第２・３層中からも土器片が出土したが、 れ れ

の土層の下面で土器片が集中する状況ではなかった。

このような土器の出土状況から、竪穴 面および第

１層下面が なる 期の住居床面であった が

ある。

この竪穴の第３層下面で半円状に 柱穴４ を

検出した。これらのうち、柱穴 は竪穴上面で検出

していたことから、 の柱跡もまた上面から掘り込

まれたものと 測される。 の配置から、竪穴式住居跡の主柱を構成していたものと 測される

が、遺構の 後関係より、竪穴式住居跡ＳＨ01に後出する竪穴式住居があったものと 測される。

竪穴式住居跡ＳＨ25（第11図）　調査地南東部で検出した円形の住居跡で、 2.8 、長 3.5

の 円形を し、検出面からの深さは 大で20 を測る。主柱穴は検出できなかったが、円形

第９図　伊賀寺地区２トレンチ検出遺構

第10図　伊賀寺地区２トレンチ土層柱状図
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を すること、床面中 で炉跡と 断される 土を検出したことから、竪穴式住居跡と 断した。

炉跡は50 60 の 円形を し、竪穴の 中 に位置している。深さは 大で12 で、 面

が く けていた。炉跡の北東 は、40 50 の円形を した深さ 20 のピットにより破

されている。竪穴の南辺位置には、土壙墓ＳＫ27が上位から掘り込まれている。竪穴式住居跡の

床面 上の土砂を したが、 な遺物

を 収することはできなかった。

炉跡ＳＫ24（第13図）　竪穴式住居跡ＳＨ

01の北 で検出した 土で、65 75 の

円形を する。厚さ５ の 土が分布し

ており、炉跡と 断した。南 は、柱穴

により一部削られている。竪穴が削平され

た住居の炉と 測される。

火葬墓ＳＫ03（第12図）　トレンチの中

南 りで検出した。平面形は

形を しており、124 105 、

深さ50 の坑に多 の人骨片が

められていた。埋土を 収し

したとこ 10 の骨を 収し

た。骨は細片となっており、一部

に大きな骨が たようになって

いた。骨は一 して ラ ラな状

であり、 で火葬した後に埋

め置かれたものである。

土坑の内部には、 下位に５層

第12図　伊賀寺地区２トレンチ炉跡ＳＫ24、ＳＨ25炉跡
実測図

第13図　伊賀寺地区２トレンチ火葬墓ＳＫ03実測図

第11図　伊賀寺地区２トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ01、竪穴式住居跡ＳＨ25実測図
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の 色土を10～20 、 の上に 土・ が多く じる３・４層が10 度あり、 の上位に骨

片を多く含 ２層の 色土が25 度堆積していた。 較 大きめの人骨が られていた

のは２層上面である。この上面に 土器１ を めており、これを埋める１層の 色土にも

わ かながら骨片が含まれていた。 土器は 部が られて、 後を割られていた。人骨の

定によれば、遺 はす て骨が な状 の に火葬されており、 なくとも10 の人骨が

められ、成人が８ 、10代後半と５歳 下の子 各１ を できるが、 の は不明であ

る。

３・４層の 土にわ かに骨片が じることから、遺 を いた場所の 土を削り って埋め

たと 断される。２層は 細な骨片・骨、 化物が多く じり、 土が とんど じらないこと

から、火葬 後に、地表上に堆積した 化物・骨と 断される。２層上面には 較 大きめの

骨が られていたので、 に大きな骨だけを り置いたのであ う。１層にも 細な骨片が

含まれていたが、 の もわ かであることから、 図 に骨を したものではなさ うであ

る。

土器内から出土した 化物の

年代は、暦年較正年代（１

）が1608～1570 . .（23.8 ）、1561

～1497 . .（44.4 ）である。

火葬墓ＳＫ26（第14図）　火葬墓

ＳＫ03の東 ８ のとこ に位置

している。土壙の は、405 285

（ 大）、400 240 （中 ）、深さ

40 （ 大50 ）である。 土・ 細

な骨・ が厚さ10～15 の 状には

いっていた。 全面に 土・ 細

な骨・ 化物が分布するが、平面

には４ないし５ に集中するように

える。火葬墓ＳＫ26では、骨・

土・ 化物が１セットとなり４～５

をなしていた。これらは 細な骨

が らばった状 であったが、西南

部では 骨・下 骨・ 骨・ 骨・

骨・四 長 骨・ 骨・ 骨と

いった全 の骨が30 12 12 の中

に、四 長 骨を中心として ら

れた状 であった。１ 分の骨を１ 第14図　伊賀寺地区２トレンチ火葬墓ＳＫ26実測図
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か所に集めて埋 し、 の周 に 土・ 化物を置くというのが火葬墓ＳＫ26での埋 の 方で

あったと 定される。火葬墓ＳＫ03と較 て骨片は 細であり、当 人骨とは 定できなかった

が、 りの良い一 を つけるに って、人骨と 定できた。火葬墓ＳＫ03と 様、 で か

れている。

内部の 土壙の壁面が けていないこと、 ・人骨・ 土のセットが層序をなして堆積して

いないこと、 土は小さな となって かれた状 であること、南東部分で検出した人骨は 較

大きく、 骨・下 骨・ 骨・ 骨・ 骨・四 長 骨・ 骨・ 骨が られた状 で

あることから、 で火葬された骨・ 化物・ 土が土壙内に められたと 断した。

土壙内の 1 2の土砂を して 収した人骨の は １ である。人骨の 定の報告にあ

るように、細片が多く、 定できたのは南東部の集骨だけで、 実なのは１ だけであるが、

土・ ・骨の分布からお らく４～５ 上の骨が められている。

埋土中には 文土器片が 較 多く じるが、 図 に埋 されたようなものは できなか

った。 土中より、 （ のあるもの）４ （半 ）、 質の小破片 15 を 収し、分

の 、 であることが明らかとなった。火葬 に されていたものかどうか、 葬 であ

るのか、不明である。また、 ４ が出土したが、破 したものである。この かに、サ

イトの剝片が多く 収できた。

土壙内から出土した 化物の 年代は、暦年較正年代（１ ）が1609～1514 .

.（68.2 ）である。

土坑ＳＫ20（第15図）　火葬墓ＳＫ26の北東部で検出した土坑で、火葬墓ＳＫ26と重 関係を

し、火葬墓ＳＫ26に 行するものである。検出 には、 大から人 大の が集中し、火を受

第15図　伊賀寺地区２トレンチ土坑ＳＫ20実測図
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けて 化した も じっていた。また、検出面では、わ かながら、 ・ 土が含まれているの

が められた。検出した 礫は、北辺・東辺が 線 に っているようにも えたため、当 、

み遺構と 定したが、 には不定形の土坑の内部に を れたものと 断した。南北

1.55 、東西1.4 の不 形な方形を し、断面を ると２ の掘形となる。１ 目は10～15 掘

られて、 平らとなり、２ 目は、中 に70 90 、深さ25 の 円形の チ状の土坑、

北端に30 60 、深さ10 の長方形の土坑が たれている。検出面からの深さは 大で33 であ

る。 本 には、第１層の 色粘質砂が埋土としてあり、この土砂中に 化物・ 土がわ か

に められ、しかも ミ 度の骨片も 出土した。この第１層の上部に 礫が っていた。

第１層の下位には第２層の明 色粘質砂が部分 に堆積していた。骨片がわ かに出土したが、

土坑の形状が不定形であることから、土壙墓とは 断できない。火葬墓ＳＫ03・26はともに火葬

した場所の 土を き っているものと 測されることは したとこ であるが、土坑ＳＫ20

からは 土・ 化物と共に骨片がわ かに出土したこと、埋土が２層あり、掘り されたとも

断できるため、遺 を火葬した場所 のものである が できる。

土壙（墓）は16 検出した。人骨の出土は なかったが、調査地の南東部に集中していること、

近 して火葬墓ＳＫ03・26を検出したことから、土壙墓と理解して報告する。

土壙墓ＳＫ02（第17図）　長辺1.3 、 辺0.85～1.1 、深さは0.15 である。

土壙墓ＳＫ04（第17図）　トレンチの西南部で検出した土坑で、壁面の立ち上がりは かで、

南辺に って２ 墓壙状を している。長辺1.8 、 辺0.82 、深さ 大で0.2 である。

土壙墓ＳＫ06（第16図）　土壙墓ＳＫ07に り ち、土壙墓ＳＫ21に り負けている。長辺が

1.25 、 辺が0.7 、検出面からの深さは25 である。東辺は かに立ち上がるのに して、

西辺は ー ー ング に立ち上がる。

土壙墓ＳＫ07（第16図）　土壙墓ＳＫ06に り負けており、長辺1.2 、 辺0.7 、検出面から

の深さ 10 である。

土壙墓ＳＫ08（第16図）　土壙墓ＳＫ10の北東 に重 しており、 り い関係より土壙墓Ｓ

Ｋ10に後出するものである。 方形を しており、長辺1.15 、 辺1.05 、検出面からの深

さは 大で15 である。

土壙墓ＳＫ09（第16図）　火葬墓ＳＫ26の北部で検出した土坑で、 いびつな長方形を す

る。長辺2.2 、 辺は1.1～1.4 、検出面からの深さは 大で15 である。埋土は 灰色礫

土である。

土壙墓ＳＫ10（第16図）　土壙墓ＳＫ08の南西 にあり、 り い関係より土壙墓ＳＫ08に

行するものである。不定形な方形を しており、長辺1.1 、 辺0.8 、検出面からの深さは

大で6 である。

土壙墓ＳＫ11（第16図）　平面形は長方形を しており、長辺1.3 、 辺0.7 、検出面からの

深さは 大で10 である。

土壙墓ＳＫ17（第16図）　トレンチの南部で検出した土坑で、長辺1.2 、 辺0.7～0.9 、深さ
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第16図　伊賀寺地区２トレンチ土壙墓実測図（1）
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10 を測る。

土壙墓ＳＫ19（第17図）　トレンチの南東部で検出した土坑で、長辺1.4 、 辺1.05 、深さ

40 を測る。

土壙墓ＳＫ21（第16図）　土壙墓ＳＫ06に り つ土坑で、平面は長 円形を する。長辺1.95

、 辺1.3 、検出面からの深さ15 である。 面は を している。

土壙墓ＳＫ27（第17図）　トレンチの南東部で検出したもので、竪穴式住居跡ＳＨ25に り

つ土壙である。平面は長 円形を する。長辺1.45 、 辺0.65～1.15 、検出面からの深さは

大60 である。埋土中にわ かではあるが、 土・ 化物が じっており、火葬骨を めた

がある。埋土を したが な遺物は 収できなかった。

土壙墓ＳＫ28　平面形は東辺が となる 形を しており、長辺0.8 、 辺0.45 、検出

面からの深さは 大で15 である。

土壙墓ＳＫ30（第17図）　火葬墓ＳＫ26に南半が されており、現 の長さ1.0 、 辺は0.7～

0.9 、検出面からの深さは 大で35 である。

第17図　伊賀寺地区２トレンチ土壙墓実測図（2）
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土壙墓ＳＫ31（第17図）　平面形は 長方形で、長辺1.25 、 辺0.75 、検出面からの深さ

は 大で７ である。

土壙墓ＳＫ32（第16図）　南 の竪穴式住居跡ＳＨ25に り つ土坑で、平面形は南 に

す 長方形で、長辺1.6 、 辺1.35 （ 大）、検出面からの深さは 大で30 である。

崖面ＳＸ29　調査地の西南部、溝ＳＤ05の下位で検出した土坑状の ち込みで、西北西－東

南東方向に 線 に検出した。検出した深さは 50 あり、南に向かってさらに深くなる。

壁面は に立ち上がる。埋土は 色土～ 色土で、１トレンチ東端のサブトレンチ内

の堆積土に近 し、 の崖面に なるものと 定される。内部から じく、 文土器片が出土し

ている。

溝ＳＤ05　トレンチ南西部で検出した溝で、西端は現代の タ 井 に られている。平

面形はＳ字状を しているが、 部の がりは かである。東半部の、 が れる辺りか

ら北東部にかけては 々に くなり、 には検出面と じ さとなって わる。 は 大で

1.35 、深さは 大で20 、 長 6.2 にわたって検出した。南辺溝の埋土中に人 大の が集

中しており、 の間で 器 ・ が 完形の状 で検出できた（第30図118～122）。 の

は不明である。

ピットＳＰ18　トレンチ北辺の中 付近で検出したピットで、内部に 完形の 器

（第30図123）が正立して出土した。 は45 50 、深さは15 である。

柵列ＳＡ33　トレンチ西辺の中 部で検出した４ のピットで、 30 、深さ５～10 のも

ので、柱間は1.6 を測る。遺物は出土しなかった。

現代井戸　調査地の西南 で検出した井 で、溝ＳＤ05に り つものである。 タ の井

を した。

③３トレンチ（第19図）

第18図　伊賀寺地区２トレンチ溝ＳＤ05実測図
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２トレンチより一 い水田となっており、現地表の さは27.2 付近である。現地表下 65

の間は現代耕作土と床土、旧耕作土・旧床土が堆積している。この下には 色砂質土・

色砂質土が堆積しており、この上面が遺構検出面である。いわば、耕作土関係の層序の下が、

す に遺構面となる。トレンチの南辺部には 灰色砂礫（ＳＸ37）が堆積しており、 文土器片が

含まれていた。遺構と言うよりも、地形の 地に遺物が り込んだ状況であった。

検出した遺構には、 文 代中期 の炉跡 び の周 の柱 からなる竪穴式住居跡、 文

代～平 代のピット を検出した。

炉跡ＳＫ19（第21図）　トレンチ中 部分で検出した炉跡である。竪穴式住居跡ＳＨ20床面の

中 東 に位置し、竪穴式住居跡ＳＨ20に伴うものと えられる。北東辺には長さ65 、

50 、厚さ20 の大形の が えられており、 辺は粘土を り付けたものである。ま 、60

70 、深さ 30 の坑を

掘り、坑の を第５層で

埋めて 地し、北東斜面

に を えて 定する。

第５層の上面および坑の

３方向には厚さ２～５

に粘（質）土を り付け

る。また、炉本 を中心

に110 130 度の

にも粘（質）土を り付け

ており、南 で 10 、

北 で 20 の は

により 化している。火

を に使用したため

に、 は けて 化し

ており、しかも 方向に

び割れており、 を

り上げた で ラ

ラになった。炉本 の粘

土部分もまた、火のため

に く 色し、 く け

ていた。炉の内部には土

器片 土、 けた が

まっており、これらを

り くと、炉本 の 第20図　伊賀寺地区３トレンチ土層図

第19図　伊賀寺地区３トレンチ検出遺構
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面の 土が長 40 、 25

の 円形に き られていた。

竪穴式住居跡ＳＨ20　炉跡Ｓ

Ｋ19の周 では、主柱穴６ と

蔵穴と 断される土坑を検出

した。竪穴式住居跡の竪穴部分

がす て削平を受けているため、

竪穴式住居跡の は不明であ

るが、 円形に 柱穴の

は、6.3～7.4 を測る。炉跡Ｓ

Ｋ19は柱跡から できる住居跡中 部より 東に位置している。炉跡ＳＫ19の北東部分から

東 にかけては、 文土器片が広 に らばっており、 一平面で検出したことから、竪

穴式住居の床面に り付いていたものと理解できる。主として、北白川 式期の土器片が出土し

たが、 住 山～ 式の土器片も 出土した。

井戸ＳＥ38　トレンチの西南部で検出した みの井 である。現代 業用の溜井 で、

50 掘り下げたとこ で、 みが 分 できたが、これらの の 定が いため、これ

上の掘削を り めた。 2.0～2.2 である。遺物の出土はなかった。

落ち込みＳＸ37　井 Ｓ 38の東 で検出した、長さ4.3 上、 2.3 上、深さ 大で20

の ち込みである。第20図の３トレンチ南壁土層の第７層 灰色砂礫に 当するもので、内部

より 文土器片が出土している。 の は不明である。

３トレンチの北半では、 30～50 のピットを多 検出した。 器を出土するものもあるが、

大半は 文土器片が出土するものである。柱の びに 則 は く、トレンチ南半で竪穴式住居

跡ＳＨ20を検出したことから、北半の柱跡もまた、 文 代の竪穴式住居跡の主柱穴と 定され

るが、炉跡 蔵穴状の土坑の検出もなく、 の 細は不明である。

2）出土遺物

出土遺物には、１トレンチの竪穴式住居跡・土坑から出土した 代後期～ 内式の土器、

２トレンチの 含層・土坑・竪穴式住居跡から出土した 住 山式～ 式の 文土器、溝ＳＤ

05から出土した古 代後期の 器、３トレンチから出土した北白川 式２～３期の 文土器

がある。 期の 器も３トレンチのピットからわ かに出土しているが、細片のみで、 細

は不明である。また、 器 器も とんど出土していない。

①縄文土器

文土器は主として２・３トレンチで出土した。大まかには３トレンチで出土したものは、北

白川 式２～３期で、２トレンチ出土のものは 住 山式～ 式の年代 が えられる。

第22～24図は、北白川 式の土器 で、３トレンチＳＨ20床面およびＳＫ19から出土したもの

が とんどである。

第21図　伊賀寺地区３トレンチ炉跡ＳＫ19実測図
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１～８は主文様 を で ものである。１は平 の深 で、 広の がわ かに く

字状に して立ち上がる。 部文様 には 字形に多重 線が施されており、 の が

方向の で区分されている。 と 部の間に があり、主文様を 形となる。 部に

は、 線と 状の 下 線が かれている。３トレンチＳＨ20から出土した。２は平 で、

字状に で区 し、 の内部に 状に多重 線を く。 部は３本の 下 線があり、 の間

に の 状 線が施されている。 端面に 文が て れ、Ｒ である。３トレンチＳＫ19か

ら出土した。３は 端部付近の破片で、 が して立ち上がる。 文が されている

方形区 および の左 は で区分されており、 文が配されるのであ う。 部はＲ の

文地である。３トレンチＳＨ20から出土した。４は 状 で、 内 して立ち上がる

文が かれ、 の上方と下方に 線１ が かれており、 円形区 をなしている。 文のま

わりには り上がった が て れる。 端部、 面には 文が て れるが、 の

ため、 細は不明である。２トレンチ南東部 色砂礫から出土した。５～８は、 と 部の

の が められる破片である。５は 方向の の上辺に 線が かれており、 部には２

本の 下 線が て れる。３トレンチＳＨ20床面から出土した。６は 状の 線の下に

がある。３トレンチＳＸ37から出土した。７は の上辺に 線で区 されており、 部の 文

地が て れる。３トレンチＳＨ20床面から出土した。８は多重 線が かれており、 の が

となっている。３トレンチＳＨ20床面から出土した。

９・10は、 による区 は められ 、文様 の いで 部と 部の いを構成すると

断される破片である。９は 円形区 文で、 の内部は く 字筆 の 状 線で されてい

る。 円形区 の には 文もしくは半円形の重 文が配置されている。ともに、３トレン

チＳＨ20から出土した。10は、Ｓ字の文様の左 に 状 線を した 円形区 文を配してい

る。

11・12は上記深 の文様 と 断されるもので、３トレンチＳＨ20床面から出土した。11は

文で、12は 状 線が３ かれており、 れ れの は、左から右方向に向けて かれてい

る。

13～20は、 から 部を多重 線で施文する深 である。文様は、区 文（13～15）、 文

（16～19）、 の （20）がある。

13は ー形の器形をなした深 で、 端部 下に１ の 線を き、 の下に 方向

の 線で 状文・ 文が施されている。 が たれている。３トレンチＳＨ20から出土し

た。14は、15と じ 様構成で、 木 式の ー形の器形を色 く す形状である。

部に１ の 線、 の下に の い方形区 文を３ 位と１ の 線を 、 部下半には 方

向の 下 線を配する。右 は 様の 様が施されているが、左 は、 状の 線が かれてい

るようである。14は、 文は Ｒである。15は14と較 て 端部が 上方に立ち上がる形状

を する。 文は Ｒである。ともに、３トレンチＳＨ20から出土した。16は 状 を する

深 で、８ 位に できる。 下に１ の 線がめ り、 の下に 円区 文が施される。
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第22図　伊賀寺地区出土遺物実測図（1）
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さらに の下には、７ の平行に近い多重 線文が かれ、 部は３本の 下 線となっている。

部にも 文が施文されており、 文地 Ｒを施文後に 線が施文されている。３トレンチＳ

Ｋ19から出土した。

17～20は 文で文様を構成するものである。17は、 状 の 部で、内 して立ち上が

る。 に平行な 線２ があり、 の下に 文が かれる。 端部、 面には Ｒの 文

が て れる。18は平 が かれ、 下に 円形の区 文、 の下に の 字の 線をめ

らすものである。 文は Ｒである。17・18は、３トレンチＳＨ20から出土した。19は３トレ

ンチＳＸ37から出土した。20は、 部に 厚した粘土が内 に り げられている。 文は

Ｒである。多重 線を するもので、 部である がある。３トレンチＳＨ20から出土し

た。

21は、 と 部が く 字形に する深 である。 く 字形に内 する 状 を し、

８ 位の 部を する。 下には 円区 があり、 部下の上下に２つの 状のもの

による 痕が施されている。 部・ 部上半には 文 区 文の下に 線に近い多重 線文

を 方向に配し、 下は 方向の３ の 線と の間を する Ｒ 文が する。３トレン

チＳＨ20から出土した。

22は、 円形区 文を する深 で、 円形区 文のつな として 状 がつく。区 文内

部は 状 線が されている。 部は 方向の 線４本が施文されている。 文はＲ である。

３トレンチＳＨ20から出土した。

23は、 下が 文の深 で、 の下に が１ め り、 の下部に重 に 線が か

れている。３トレンチＳＸ37から出土した。

24・25は、 文のみで施文する深 である。24は、平 の深 で、 部は 内 に

し、 面および 端部に 文を施文する。 部はわ かに内 して立ち上がる。 文はＲ

である。３トレンチＳＫ19から出土した。25は、平 深 の 部で、 方向に が

り付けてある。間 をあけて 方向に 状の施文をしており、 に施された 文は Ｒである。

３トレンチＳＨ20の検出 に出土した。

26～33は 状の山形 を する深 である。26は、 が内 に れ がるよう、粘

土が り付けられている。 文は Ｒである。 円形区 文に なるように の 字形の

文が配置され、周 は平行の多重 線文が かれている。27は、山形の 部 面に って２

の平行 線があり、 部には 形状の山形の多重 線で かれている。端面には の 字形

の 文が施文されている。 文は Ｒである。器壁の 土・ 成 から、26と 一 の

がある。ともに、３トレンチＳＨ20から出土した。28は、 間 を けて平行する 状の

２ の 線と 方向の２ の 線が かれており、 面に１ の 線が かれている。 文は

Ｒである。３トレンチＳＸ37から出土した。29は、 状の 線文が から かれており、端

面には１ の 線が かれている。 文は Ｒである。３トレンチＳＫ19から出土した。30は、

部中 が２本の 線によって 字状に区 され、 の下に 文が配置される。 には



京都府遺跡調査報告集　第 1

- -

状の 線が かれている。 部には 文が施文される。 文は Ｒである。３トレンチＳＨ

20から出土した。31は、 部 面に平行して３ の 状の 線が かれており、 文は Ｒ

である。３トレンチＳＫ19から出土した。32・34は３トレンチＳＨ20から、33は３トレンチＳＫ

33から出土した。35は、 面に平行した１ 線の内 に 字状の 線が配置されている。

第23図　伊賀寺地区出土遺物実測図（2）
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端面には２ の平行 線がある。３トレンチＳＨ20から出土した。36は、 線 の 様は めら

れないものである。３トレンチＳＨ20から出土した。

第24図37～46は である。 く 字形に した を し、 部に文様を施すもの（37～

41）と施さないもの（42～46）がある。37は、 部から 字形に した を する。主 様の

文は い で まれており、間を多重 線でつないでいる。文様 の下辺には 文を

るものである。器面はよく かれている。 文は Ｒ。３トレンチＳＨ20から出土した。38は、

部に２ の る かな 状 線と の下に 文が施され、 れ れの間に 文が施される。

３トレンチの東部掘削 に出土した。39は、多重 線で加 されており、図の左下部分には粘土

を り付けた痕跡が められ、 がめ らされていたことがわかる。３トレンチＳＨ20から出

土した。40は 下に１ の 線がめ り、 成前の が２ められる。 文は Ｒである。

第24図　伊賀寺地区出土遺物実測図（3）
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41は平 で、 線が１ め る。ともに、３トレンチＳＨ20から出土した。

42は、 のついた である。 状の は、 から 状の原 で しているが、

通はしていない。３トレンチＳＨ20から出土した。43・44は、 く 字に がる 部に 状

工 で 位に した 状 が り付く。43は、 部の 円形区 文を し き 線で い

ている。44は、 状 が ６ の間 を けて り付いている。ともに３トレンチＳＨ20から

出土した。45は 文の で、３トレンチＳＫ19周辺から出土した。46は、 面に Ｒの

文が施されている。３トレンチＳＨ20から出土した。

47～50は、３トレンチＳＨ20から出土した 部である。３トレンチＳＨ20出土の土器は、

のように、北白川 式２・３期が主 であることから、これらの 部もまた、北白川 式２・３

期のものと 断される。

第25・26図は 住 山～ 式の土器で、主として２トレンチから出土したものである。51～

71は広 深 である。51～56は大きく 反しながら 部が上方に くものである。

51は、広 深 で、 端部を面 りしている。 部と 部がくびれ、 部は 反する。

部界に不明 ながらも１ の 線をめ らす。内面には 方向の 痕が明 に るが、 面

は 調 のため不明 である。２トレンチの南壁断ち割り内、崖面ＳＸ29を埋める埋土中から

出土した。52は内 面共に 方向の 痕が て れる。２トレンチＳＨ01から出土した。53・54

はともに、内 面共に 痕が て れる。53はＳＫ08から、54はＳＫ02から出土した。55は

内 に１ の 線がめ るもので、広 深 であ う。２トレンチＳＫ26北 から出土し

た。56は 部に３ 、 部中 に２ の 線文を する。２トレンチＳＨ01から出土した。

57～59は 状 深 である。57は、 部 上に 文を Ｒに施文した後、２ の 線

を平行にめ ら 、 方向に 字状に 線を いている。２トレンチＳＨ01内埋土から出

土した。58は 部の で、 部が厚く作られている。 部内面には 面に３ あけられてお

り、 面には 線が上下に かれている。２トレンチ南東部の 色砂礫から出土した。59

は 部の で、 部が厚く作られている。 面には 線が かれている。２トレンチ南東部

色砂礫から出土した。

60～63は、 が く 字状に して立ち上がる平 深 で、 の い 線がめ るもの

（60～62）と 広の 線がめ るもの（63）とがある。60～62は、ともに 部内面が くなでられ

ており、Ｒ 文地の 部に、 線の間は 文を している。62は 端部に面 りが施さ

れている。これらは２トレンチの南東部 色砂礫から出土した。63は、 部が 広に し、

面には 広の３ の 線がめ る。２トレンチＳＫ26の南 の 色砂礫から出土した。

64～72は 線をめ ら た で、平 の深 もしくは になるものであ う。64は く

字に立ち上がる 広の を し、４ の 線がめ る。２トレンチ南東部の 色砂礫から出

土した。65は の下部に２ の 線がめ る。２トレンチＳＨ01内埋土から出土した。66は平

で、 面には２ の 線がめ る。２トレンチ火葬墓ＳＫ26南 の 色砂礫から出土

した。67は３ の 線がめ る。２トレンチの掘削 に出土した。68は 反する を し、
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第25図　伊賀寺地区出土遺物実測図（4）
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部に２ の 線を する。また、 内 にも１ の 線を する。２トレンチ中 部の掘

削 に出土した。69は 広 部が るく 反している。端部は面 りしていない。 面に３

の 線がめ る。２トレンチ東南部の 色砂礫から出土した。70は が 反するもので、

下に２ の 線がめ る。２トレンチＳＨ01内埋土から出土した。71は に１ の 線が

第26図　伊賀寺地区出土遺物実測図（5）
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め る。２トレンチＳＨ01内埋土から出土した。72は 部が 広に し、 面に２ の 線

がめ る。３トレンチＳＨ20から出土した。

第26図73～77は、 部から 部に向けていったんす み、上方に が大きく く形 を つ

広 深 である。73は 部に 線が３ め り、粘土を り付けた上から 痕が施され

ている。 部中 にも 線の上に粘土 痕がなされている。２トレンチＳＫ26および

色砂礫から出土した。74・75は 部上半に 線が施され、74には 痕がなされている。

ともに２トレンチＳＨ01から出土しており、 一 の がある。76～78は深 の 部片で

ある。76は、 く 字形に する 部に 線が１ め り、 線は粘土を 付けた 前で

れている。上半はない。２トレンチＳＨ01から出土した。77は４ の 線の上から 痕

がなされている。２トレンチの南壁断ち割り内、ＳＸ29を埋める埋土中から出土した。78は３

の 線があり、上２本の 線と 下部１本 線の下には 文が施されており、Ｒ である。また、

上部の 線の れた から上に向かって半円 状の 線が かれている。 線 端には が

施されている。２トレンチＳＨ01から出土した。

79～89は または で、79～83が平 、84が 状 、85～89が もしくは 部片と

断するものである。79は、 に平行 線で され、上下に斜めの み目が施される。２ の

線の間には、 字状の を し、この左右は上下端に のある 線で区 される。

器面は 痕によって調 されている。２トレンチＳＨ01から出土した。80は 端部に 状

の 線が施文され、 方向に 線が３ め る。３トレンチＳＫ17から出土した。81は、 文は

Ｒで、 線１ が かれている。２トレンチ南東部 色砂礫から出土した。82は２ の 線

がめ る。２トレンチＳＨ01内から出土した。83は 部下に１ の 線がめ り、 端面に

目が施されている。２トレンチ南東部 色砂礫から出土した。84は 状 の で、２

の い 線の間の 文地は Ｒである。２トレンチＳＨ01から出土した。85は、２本の平行な

線により、 文 がめ る。 文はＲ である。２トレンチ南東部 色砂礫から出土した。

86は２ の 線と斜 で り、 文が施される。２トレンチＳＨ01から出土した。

87は２ の 線があり、 の下に下 の 文が施される。 線の間は されており、 線と

文の間は による 文である。２トレンチ南東部 色砂礫から出土した。88は２ の

線の間に下 文があり、 文地はＲ である。下の 線と 文の間は されている。

２トレンチＳＨ01から出土した。89は３ の 線と斜 がある。２トレンチＳＨ01北柱穴（第

11図柱穴 ）から出土した。

90～93は 土器および れと 断される破片である。90は、 部は しており、 部

後も 図 に割り られている。 部がくびれた小 の広 深 に が付けられた形状をし

ている。 部の周 には 線が、７ から５ の方向にめ らされており、 部上半には

線が５ め らされている。 端部内面には 線が１ め り、 の端部 に み目がめ

り、 線の下には 方向の み目を する斜 がめ る。２トレンチＳＫ03から出土した。91

は１ の 線と の下に 状に３状の 線が かれており、上２本の重 状 線の間は み目
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が施され、下の２本の 線は 中で れ、 の端部に れ れ が施されている。 土器

の 部片と 断するものである。２トレンチＳＫ23から出土した。92・93は 土器の 部で、

92は２トレンチＳＨ01内から、93は２トレンチ 色砂礫層から出土した。

（岩松保・木村 ）

②石器（第27・28図）

は７ 出土したが、す て一部が破 している。うち４ は、２トレンチＳＫ03・26から

出土したが、火を受けているかどうかは、不明である。

94は、 長15 、厚さ2 、重さ0.25 である。２トレンチＳＫ03から出土した。95は、

長14.5 、厚さ2.9 、重さ0.5 である。２トレンチＳＫ26から出土した。96は、 長15.5 、

厚さ2.4 、重さ0.34 である。２トレンチ中 部分の 査中に出土した。97は長さ24 、厚さ

2.7 、重さ0.77 である。２トレンチＳＫ03から出土した。98は、 長19 、厚さ3 、重さ

0.94 である。２トレンチＳＫ03から出土した。99は、 長21 、厚さ4.5 、重さ1.21 である。

２トレンチＳＫ10から出土した。100は、 長27 、厚さ3.5 、重さ1.53 である。３トレン

チ 土中から出土した。

は２トレンチ火葬墓ＳＫ26の 土から出土している。 20 出土しているが、 質なもの

もあり、 中に割れた がある。これらのうち、 が められるものは４ あり（101～

104）、加工痕が て れるものが１～２ ある。 質は である（（5）理化学 分 -3）

定参 ）。

105は 製 の破片で、器壁に 痕が て れることから、 き に 用したものであ う。

２トレンチＳＫ26から出土した。火を受けた状 は められない。重 は324 。106は で、

面に 痕が て れ、 痕の位置で 断されていることから、使用中もしくは使用後に破

したものと 測される。重 1500 を測ることから、 として用いられたものであ う。１

トレンチの東端部に設けたサブトレンチ内 ２トレンチ崖面ＳＸ29から く崖面を埋める土砂内

から出土した。

③弥生～庄内式土器

（第29図）

代後期～ 内

期にかけての土器が出

土したのは１トレンチ

に られ、竪穴式住居

跡ＳＨ02・05、土坑Ｓ

Ｋ13、 の かのピッ

ト内、 含層中よりわ

かに出土した。実測

図 に げ た も の は、第27図　伊賀寺地区出土遺物実測図（6）
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107・109・113～117が竪穴式住居跡

ＳＨ02、110～112が土坑ＳＫ13、108

が 含層中から出土した。

107は長 壺で、 部下半に

状の 部を し、 字形に く

部を する。器壁表面は のた

め不明である。 1 2が している。

色を する。 10.2 、

4.0 、器 15.9 である。竪穴式住居

跡ＳＨ02内の 蔵穴内の中層から検

出面の 上位にかけて、小片に割

れて出土した。このような出土状

から、長 壺を破 し、 蔵穴を埋

め す土砂に れ込んだものと 断

される。108は壺の 部で、 面は

調 が て れるが、内面は

のため、調 不明である。色調は 面が 色、内面が灰白色を している。 は10.5 で

ある。竪穴式住居跡ＳＨ05の南西部の 含層から出土した。

109は の 部で、 面には細かなタタ 目、内面には 目痕が て れる。 は3.2 で、

色～黒 色を する。竪穴式住居跡ＳＨ02内の 蔵穴内から出土した。110～112の 部

はＳＫ13から出土した。110は、 面には細かなタタ 目、内面には 目痕が て れる。

は4.5 で、 色を する。土坑ＳＫ13から出土した。111は、内面上は の後、 を

第28図　伊賀寺地区出土遺物実測図（7）

第29図　伊賀寺地区出土遺物実測図（8）
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施しており、 面は 方向の が て れる。色調は 色で、 は4.3 である。112は、

4.4 である。内面の調 は不明であるが、 面は で調 されている。色調は、 部

面は黒 のために黒色を しているが、 色～ 色である。113・114はＳＨ02から出土し

たものである。113は、壺の 部で、内 面共に を受けているが、内面にはわ かに 状

工 の痕跡が る。土器の色調は、 面が 色で、内面は 色を する。 4.2 で

ある。114は、 の 部で、 面には 方向の がわ かに て れ、内面には で さえ

た 痕が る。色調は 色を する。 3.8 である。

115は の 部で、 部中 に 状の工 で されている。内面には工 が当たった痕跡が

て れるが、内 面共に 調 で器壁を調 している。 3.8 で、 色～灰白色を する。

ＳＨ02から出土した。

116は の 部で、 部の1 2が している。 柱部 の破片も るが、図化できない。

は24.3 で、灰白色を している。107・109と じく、竪穴式住居跡ＳＨ02内の 蔵穴内 び

の周辺から出土した。117は で、 の 部は斜め上方に大きく き、 部は く 字に

して 反し、器壁の 全面が を受けているが、 柱部～ 部下半部にかけては 方向

の ラミ がわ かに る。全 の 1 3の破片が出土した。 20.4 、 15.9 、器

16.4 である。色調は 色である。竪穴式住居跡ＳＨ02の西半部の床面および 上面から

全 にわたる破片が出土していることから、竪穴を埋める に破 したものと 断される。

④須恵器

器の出土もわ かであり、２トレンチ溝ＳＤ05から出土したもの（118～122）と２トレンチ

のピットＳＰ18から出土したもの（123）がある。前者は Ｋ10、後者は 古く 15～ Ｋ10

に 当する。

118は、 で、 15.2 、器 5.1 である。119は で、 14.2 、器 4.9 である。

120は で、 15.2 、器 5.3 である。121は で、 13.3 、器 4.8 である。122

は で、 11.4 、器 4.85 である。123は で、 13.6 、器 9.4～9.8 である。

は３方向に けられている。

3）小結

伊賀寺地区の調査では、 文

代中期 の竪穴式住居跡と 文

代後期の竪穴式住居跡、土壙墓、

火葬墓を検出した。

火葬墓ＳＫ03・26は 後す に

かれた人骨であることが 明し

た。 文 代の火葬骨は、 後

年後に土壙墓を掘り し、 を

ききったものと えられており、第30図　伊賀寺地区出土遺物実測図（9）
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の事例は の に を すものである。 の 細については に報告したとこ であり、

参 されたい
８

。

文土器は主として２・３トレンチで出土した。大まかには、３トレンチで出土したものは北

白川 式２～３期、２トレンチ出土のものは 住 山式～ 式の年代 が えられる。３トレ

ンチ出土の土器は、竪穴式住居跡ＳＨ20床面と 断される状況で出土しており、炉跡ＳＫ19の

に埋められた土器 とともに、一 が いものと理解できる。しかし明らかに第25図72の

ように 住 山～ 式のものも じっている。

３トレンチの北東 では、府道 設工事のため、長岡京跡右京第941次調査が実施されており、

住 山～ 式期と北白川 式期の遺構が つかっている。 のため、 の調査地で めら

れるように、２トレンチ 住 山～ 式期 調査地南半、３トレンチ 北白川 式期 調査

地北半というように、明 に 活空間を分けていたのではない。北白川 式期の遺構は２トレン

チでは できていないため、２トレンチより南には集 が広がっていなかった はあるが、

なくとも 住 山～ 式期の遺構も本 は３トレンチにも広がっていたと理解する きであ

う。竪穴式住居跡ＳＨ20の竪穴が して検出されたことから、本 は北白川 式期と

住 山～ 式期の遺構は重 していたのが、後世に竪穴式住居の深さ分が削平されたため、

とんどの 住 山～ 式期の遺構が してしまったため、北白川 式期の遺物ばかりが出土

したのであ う。竪穴の上から掘り込まれた 住 山～ 式期の遺構の中でも深いものだけが

から れ、北白川 式期の遺物に じって出土したと えられる。

一方、２トレンチでは 住 山式～ 式の 期に 定される。これは の 化 例えば

川の に じて、中期 と後期後葉で集 の 地場所が わったのか、本 は中期 の集 が

３トレンチにも していたのが、後期後葉 までに 道の ために削平を受けてしまった

のか、わからない。

２トレンチで検出した遺構の状況からは、 文 代の遺構は１トレンチにも広がっていく様

を するにも関わら 、１トレンチでは 文 代の遺構が つからない。しかも、１トレンチの

第６層下面は 内期の遺構面であり、２トレンチの 文 代遺構検出面と じ さである。

上のことから、１トレンチでは広 に 文 代の遺構が削平されているものと 測される。

また、1・2トレンチでは崖面を した。この崖面は 住 山～ 式期の土器を含 埋土で

埋まっている。崖面ＳＸ29を東 に 長すると、１トレンチ東端部の断ち割り内で検出した崖面

に し、２トレンチ西南部分および１トレンチ北端にかけて、 東西に なるものである。

この崖面より南 で広 に 文 代後期の遺構が削平を受けていることが 定される。遺構面

の の状況から、 文 代後期～ 内 のある の小 川流路痕跡と理解した。この崖面

に 当する ち込みラインは、明 30年前後の仮製地図に かれている。

（２）樽井地区試掘（第２・32図）

1）調査の概要
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樽井地区は長岡京市友岡樽井地内にあり、伊賀寺地区の南東 150 にある。この 地は長

岡京跡右京 二町（ 町）に位置する。調査は７月22・23 に実施し、調査面積

は10 である。

試掘 地の南西 70 では、右京第799次調査で試掘調査がなされており、中世 前には土

地 用がなされていないか、もしくは、なされていたとしても小 川により広 に削平を受け

ているものと 定されている。

樽井地区では、２ ５ のトレンチを設定して、試掘調査を行った。現地表は標 24 で、

下、 ・ 土が80 、旧耕作土・旧床土が30～35 堆積しており、 の下位に 灰色砂（厚

さ15 ）、灰色礫（厚さ40 ）、 灰色礫（厚さ45 ）、 の下に灰白色砂礫が50 の厚さにわたっ

て堆積しているのを した。６層より下は、 水が だしく、トレンチ壁面が する も

あったため、層序の記録と を行った上で、す に埋め した。第５～７層は まりがなく、

の土 器・ 器などの土器片を含んでおり、小 川の旧流路内の堆積土砂と 断した。灰

白色砂礫はこれより上位の砂礫より く まっており、小 川の の ー となる大 層

と 断される。

2）小結

過去の周辺調査の
９

と す

ると、樽井地区周辺では中世

まで小 川の であり、

な遺構は遺 していないものと

断された。　　　　　　　（岩松保）第32図　樽井地区土層断面図

第31図　仮製地図に表れた崖線
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（３）調子地区試掘（第33・34図）

長岡京市調子２丁目地内に２か

所の調査トレンチを設定した。本

試掘地周辺では平成17年度にも８

か所のトレンチで試掘調査が実施

された
10

。 の調査 地に

する平成17年度調査の第２トレン

チでは、 代の土器を多く含

流路が検出されたため周辺に、

じ 代の遺構が広がる が

あった。

第１トレンチは長さ40 、

2.5 のトレンチである。耕作土

下は、洪水 の堆積物が り し

てあらわれ、 定した遺構面は

在していなかった。出土遺物には、

良・平 代の 器・土 器

があるが を受け、 堆積した

ものと えられる。

第２トレンチは長さ30 、 第33図　円明寺・調子地区調査トレンチ配置図

第34図　調子地区土層断面図
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2.5 のトレンチである。平成17年度調査の 代と古 代 の流路の 長上に設定した

が、 できなかった。耕作土下には洪水 堆積物が き、中には平 代の遺物が含まれる。

しい洪水によって流路が破 され っていないものと えられる。

（中川和哉）

（４）円明寺地区試掘

円明寺地区の調査 地は長岡京右京 四町、西二 大路、 間南小路 定地付近

に所在し、また、長岡京市調子３丁目に所在する硲遺跡と乙訓郡大山崎町字円明寺小字松田に所

在する松田遺跡にまたがっている。 の調査では５か所のトレンチを設定して調査を行った。

のうち、２トレンチが長岡京跡右京第939次・松田遺跡、１・３～５トレンチが長岡京跡右京

第940次・硲遺跡にあたる。

1）長岡京跡右京第939次・松田遺跡

小 川に平行して長さ 30 、 ５ の２トレンチを設定した。現地表面の標 はトレンチ

北西 が14.78 、南東 が14.60 で 水平である。表土の下には層厚 0.2 の 灰色礫層が

広がる。トレンチ南東部 4 5ではこの下に 灰色 ト じり礫が堆積している。標 14.3

の 灰色 ト じり礫の上面で遺構検出に めたが、遺構は められなかった。この下には

色礫層があり、断ち割りを行ったとこ の しい平 片が１ 出土したが、 え間なく

水が き、調査は であった。

2）長岡京跡右京第940次・硲遺跡

①調査概要

１トレンチ　サント ー京都 ー 工場内に設定した５ 10 のトレンチである。 ラ と

表土の下には礫を含 色系の 土が 0.5 一に堆積している。これは、1977年にサント

ーの 水 理施設が られた の 土と えられる。 の下には旧表土（耕土）が のまま って

おり、これを 去すると、地山面上に正方位を向いた耕作に関 する溝が現れた。溝の中には

などが っており、1977年まで耕作されていた畑に伴うものと 断される。

３トレンチ　５ 10 のトレンチである。表土・ 色砂・ 灰色 ト・灰色砂 じり

ト（１～４層）が 水平に堆積し、 の下に 灰色 ト（８層）が堆積するが、この上面

は小 川から遠 かるにしたがって くなっていく。この面で遺構検出を試みたが、遺構は め

られなかった。北東辺と南東辺に って 字形にサブトレンチを れたとこ 、 灰色 ト

から中世前期とみられる土 器 の小片が出土した。

４トレンチ　６ 30 のトレンチである。西壁で土層の堆積状況をみると、表土の下に め

られる 土層の厚さが、トレンチの北 2 3では 0.5 前後であるのに して南 1 3では1.0

前後と になっており、 土 前は、調査区の南 1 3が 50 かった事がわかる。 土

より下の土層は南に向かって下がる 斜を 本とする。調査区の北 2 3には 土の下に 質な

灰色 ト（３層）・灰色粘土（４層）と 灰 色礫 じり粘質土（８層）が堆積しているが、南

1 3ではこれらの層が 在 、削平されたものと われる。前 の 50 の は、この
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第35図　円明寺地区土層断面図・柱状図
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削平によって じたものと えられる。灰色粘土からは明の が出土した。

この下には灰色系の ト 粘質土（９～11層）、 灰色系の粘質土など（12～15層）が い層状

に堆積するが、調査区の北 1 4にはこれらの層が められない。

平面 にみれば、これらの層は北北西から南南東に向かって下がる 斜で堆積しており、小

川の旧流路の一部にあたっている が えられる。これらの層からは、 土器、 器

Ｂ・ 、灰 器、 器 、土 器 ・ 、白 ・ 、 、 町 代の 質土器などの

か、 （ 通 ）、 製 （ ）が出土した。出土遺物から、 町 代の堆積層とみるこ

とができる。

さらに下層には、礫層（18層～）が堆積する。礫層の上面の標 は調査区北端で 15.5 、調査

区南端で14.9 と、南北30 の間で南が 0.6 くなっている。一部を重機によって断ち割った

とこ 、わ かの掘削で 水が しくなり、 なくとも現地表下3.5 付近までは礫層が くこ

とを したのみで、断面図の作成などは不 であった。礫層の上部からは 器 Ｂ・ ・ 、

土 器 、黒色土器 、 器 、 、 などが出土したことから、 代に堆積したものと

えられる。重機掘削の 土から土 器小片を したのみで、 期のわかる遺物は出土しなか

った。

５トレンチ　６ 30 のトレンチである。表土の下には 灰色砂礫、 灰色 ト、灰

色礫 じり ト、 色砂礫が堆積する。この 色砂礫は、 礫を含 こと、粒度が っ

ていないことなどから、 土の が えられる。 の下に堆積する 灰色粘土の上面で 査

したが、遺構は められなかった。 灰色粘土層からは、土 器 、 器 、 質土器などの小

片が出土した。 灰色粘土層の一部を重機によって断ち割ったとこ 、標 12.75 付近で現れ

る黒色礫 じり粘質土まで 灰色系の粘質土が く。 中に礫 じりの層 灰色の い層があっ

て 層かに分かれるものと われるが、表土 下の 灰色砂礫からの 水の しい流 によって

壁面が し、断面図の作成は不 であった。重機による断ち割りでは遺物は められなかっ

た。

出土遺物（第36図）　１は４トレンチ 灰色礫 じり粘質土から出土した 製 の で

ある。長さ43 、 23 、厚さ２ を測る。 部は 状に加工されている。表面は水平方向

の研 痕がみられるが、 に する面には に調 を施さない。 穴は27 9.5 を測る。２

は４トレンチ 溝の 灰色礫 じり粘質土から出土した 通 である。 2.51 、厚さ0.8

を測る。

②まとめ

長岡京跡右京第939・940次調査では、小 川に近いトレンチ ど 水が しく、小 川から

れたトレンチでも小 川に平行する方向の堆積土が され、全 に小 川の旧流路にあたって

いる が えられるが、４トレンチでは下層に砂礫層が厚く堆積しているのに して、５ト

レンチでは下層に粘質土が厚く堆積しているなど、堆積土の様 は であることが 明した。

な遺構は検出されなかったものの、出土遺物からみて、これらの層の形成が 代 で
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あることが 明するなど、周辺の地形の を えるうえで 重な が られた。

（森島康雄）

（５）理化学分析

1）人骨の鑑定

京都府長岡京市に所在する伊賀寺遺跡の発掘調査において 文 代後期の火葬墓 03と火葬

墓ＳＫ26より 骨が出土し、発掘現場で り上げられた後、 解 学 調査を行った。 骨は

断片 なものが多く、１ に たない破片については人骨か 骨であるのか 定することは

であったが、２～３ 度の小断片では人骨と 定できるものが できた。人骨は、灰白色

白色になるまで かれており、収 形が目立つ。 れ れの土壙ごとに人骨の 状況、

、 の年 、 など 記事 、 成について の所 を報告する。

①火葬墓SK03

状況

出土した人骨は断片 に しており、い れも かれたものばかりである。人骨は、 骨

から の 骨まで 全 の骨を できるが、小さな断片 破片となり、保 状 は良くない。

も しており、い れも 質が し、 質が した状 である。 骨

には の重 部位が でき、 も多かったのは下 骨右 の 部分で９ 重 している。

骨の の部位では、左 骨の 耳道周辺部分が７ 、下 骨右 の関 が７ 、下

骨 ト イ部分が６ 重 しており、 骨 の部位では、左 骨関 から 周辺

にかけての部分が６ 、上 骨の遠位端、 骨と 骨の近位端、 骨でも３ から４ 重 し

ている。 に下 骨で重 する部分がよく っているようである。また、これら重 する骨より

もさらに い子 の 骨が ることから、火葬墓ＳＫ03には なくとも10 分の人骨が

ると えられる。

する部位がい れも断片 であり、 成による骨の収 形があるため、 を 実に

第36図　円明寺地区出土遺物実測図
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できる部位は できない。しかし、 上 が発 した前 骨、 後 が発 した後

骨、厚く大きな 骨 、骨 が く 付 部の発 した上 骨が できることから、こ

れらの を った骨については の遺骨の が えられる。一方、 上 が い前

骨、 後 の発 が く い後 骨、 な 骨、細く な上 骨が できることから、

これらの を った骨は、 のものである が い。い れの骨についても保 状 が

いため、 に関しては を すだけであるが、 の骨が するようである。

の年

大多 の骨は成人のものであり、 のみ子 の骨を できる。成人骨の中で 細な

の年 を 定できるものは のみしかない。 とつは 骨の破片で、 骨との関 部分である

耳状面の形 から 年（25～40歳） 度の人のものと 明した。 には の 骨片があり、

線の内 部分のみが しているのを できたことから、 年 上の人の遺骨と 測できる。

子 の骨では、下 骨、 、 骨 れ れの小断片３ から の年 を 定できた。下

骨は関 のみが り、 のサイ から10代後半あたりと 定できる。 は左 から

部分が る。 が みであることから３～４歳に していたことがわかる。さらに、

３～４歳の の と 較するとサイ がかなり小さくなっていることから、 かれたことで

大きく収 したと えられるので、３～４歳から れ ど経過しない年 、およ ４歳前後あた

りで したと 定する。 骨は右の近位関 部分のみが る。この関 部分のサイ は

みであるが、 部分の形 が の れよりも明 であることからより発育が んだ

にあると えられ、およ １歳前後に していた がある。さらに、 成による骨のサイ

の収 も する 要がある。骨の収 に関してはいくつかの 解があり、 小で 、 大

で30 の収 とある（ 田1981 -T 2005）。 こで、 部分の長さを にして

30 収 した場 を 定すると、収 前の骨のサイ は５歳 度の のサイ に 当する。よ

ってこの 骨は、１歳前後から５歳 度までの間に した の骨と えられる。 に子 の

骨と 定できるものは できなかったが、子 の骨は成人骨よりも く れ すいので、多

に する破片の中に含まれている は 分ある。

など 記事

として、 形 関 の いがある下 骨関 の小断片を２ できる。左右 れ

れ１ つあり、 方ともに関 部分が前後方向に くなり 形している（図版第19 ・ ）。

に は められなかったが、多くの骨が 成により 形し破片となっていることから、 に

も などがあった は 定できない。

記事 として、 前における の 痕をあげられる。下 骨の から小 までの

部分で一部または大部分が 収されて しているのを できる。これらは３ 分 で

き、１ は中 からお らく第１小 までの 、２ 目は 部分と われる 、３

目は と第１小 部分の が している。 の は、 きている間に らかの理

で が し、 の部分の が 収されて じる。 の 理 は分からないが、 文人の
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風 はよく られる所であり、これら下 骨の も風 な によるものかもしれな

い。

成

人骨の断片 破片を すると、 形しているものが 多く できる。骨表面に深い亀 が

り、 骨などの 平骨は反り り、長骨では長 方向 方向の 状の割れ よじれが じ

ている（図版第19下 骨）。 成による人骨の 化について （1979） 田（1981）を参 に

すると、上 の火葬墓 03の人骨に られる 形は、 部 が る 骨の状 で かれた

ことにより こったと えられる。また、 成 度の いによる骨の色調 化について -

とU （1994）は、 較 い 度（200 から300 ）で かれた骨は 色 黒色であるが、

（800 ）で かれた骨は 灰色 白色になると する。さらに、 において 成 度が

500 上になると、 質部分が剝 し 質が した状 となる（ - -

G - 1973）。火葬墓ＳＫ03の人骨の色調は、灰白色 白色を しており、 する 本の

では 質が全て し、 質が した状 であることから、 細な 成 度は定か

でないが で 成したと えられる。 上のことから、火葬墓 03から出土した人骨は、

後 れ ど経過する間もなく、 で火葬されたと 定できる。

②火葬墓SK26

状況

かれて 形した人骨が断片 に る。小さな破片となって る骨が大半で 定できるものは

ないが、土ごと り上げられた骨は大きな断片状で るためか うじて形がわかる。 する

部位は、 骨、下 骨、 骨、 骨、 骨、四 長骨、 骨、 骨と 全 の骨を で

きるがい れも部分 にしか らない。また、い れの骨にも重 する部位はなく、 と

えられるような なった をもつ部位も できないことから、 なくとも１ 分の人骨が

あるといえる。

を に す部位が らないため不明。

の年

細は不明であるが、子 の骨と わ るようなものは でき 、四 長骨では骨端の

が完 し、骨 のサイ が大人 みに大きいことから成人の遺骨が することは できる。

など 記事

などは められない。破片状のものが多く、 形も しいので、検出できないだけ

かもしれない。

成

四 長骨では長 方向 方向の深い亀 、 れが められ、 骨 骨などの 平骨

骨の表面にも深く亀 が っている。また、骨の色調は灰白色 白色に 色している。こうし

た から、火葬墓ＳＫ26の遺骨は、 部 が る 骨の状 にあるとき、すなわち 後
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れ 間が経たないうちに で かれたと 測できる。

③まとめ

火葬墓ＳＫ03ならびにＳＫ26から出土した人骨は、い れも 後まもなく 部 が る状

のときに で火葬された人の遺骨と 測できる。また、火葬墓ＳＫ03においては、 なくとも

10 分の人骨が 在し、成人 ならびに ５歳 下の 10代後半の子 の遺骨が る

を できた。さらに、火葬墓ＳＫ26においては、 なくとも１ 分の成人の遺骨が ること

が 明した。

（京都大学大学院理学研究 自然人 学研究 ・大 子）

参 文

- .E.- -G - .-（1973）-T - - - .-I - - -R - -

I -28 1-40.

- .-E.- -U -D.- .-（1994）- - - -T .-I - - .-

E.- -U -D.- .-（ .）- - -D - - - - -R -A -

A - -R - -N .44.-A - .95-106.-

田次 -（1981）-出土火葬骨について.『 墓』 良 跡名 然記 物調査報告書-43 -79-88.

-T.-D.-（1979）- - .- I -T - . .-（ .）-E - - -A .-

- .-59-68.

T -T.- .-U.-（2005）- - -D - - - - - - - -

-A .- - - - -50（5）-1-8.

2）放射性炭素年代推定

①測定対象試料

伊賀寺遺跡は、京都府長岡京市下海印寺下内田地内に所在する。測定 試料は、２ .ＳＫ03

土器内の土 から出土した 化物（N .1 IAAA-81011）、２ .ＳＫ26から出土した 化物

（N .2 IAAA-81012）である。

②測定の意義

火葬墓ＳＫ03とＳＫ26の前後関係 を する。出土遺物から、ともに 文 代後期と

断される。

③化学処理工程

（１） ・ピンセットを使い、 ・土 の表面 な不 物を り く。

（２） 理、 理、 理（AAA A -A -A ）により内面 な不 物を り

く。 の 理では1Nの （80 ）を用いて 間 理する。 の後、 水で中 になる

まで する。 理では1Nの水 化 ト 水 （80 ）を用いて 間 理する。

なお、AAA 理において、 度が1N の場 、表中にA Aと記 する。 の後、

水で中 になるまで する。 後の 理では1Nの （80 ）を用いて 間 理した後、
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水で中 になるまで し、90 で する。 の には、遠心分 機を使用する。

（３）試料を 化 と共に に め、真空下で じ り、500 で30分、850 で２ 間加

する。

（４） と タ ー ・ ライ イ の 度 を 用し、真空ラインで二 化 （ O ）

を 製する。

（５） 製した二 化 から を として のみを 出（水 で ）し、グラフ イトを

作製する。

（６）グラフ イトを内 １ の ー に め、 れを イー にはめ込み、加 器に す

る。

④測定方法

測定機器は、3 タン 加 器を ー とした -A 用 置（NE - - 9 D -2）

を使用する。測定では、 国国立標 （NI T）から された （ O ）を標 試料と

する。この標 試料と ックグラ ン 試料の測定も に実施する。

⑤算出方法

（１）年代 の 出には、 の半 期（5568年）を使用する（ - - -1977）。

（２） 年代（ -A ）は、過去の大 中 度が一定であったと仮定して測定され、

1950年を 年（0 ）として る年代である。この は、 によって 正された である。

14 年代と は、１ 目を四 して10年 位で表 される。また、 年代の （ 1 ）は、

試料の 年代が の に る が68.2 であることを する。

（３） は、試料 の 度（ ）を測定し、 試料からの れを した である。

位 は、い れも からの れを千分 （ ）で表される。測定には質 分 あるい

は加 器を用いる。加 器により を測定した場 には表中に（A ）と 記する。

（４） （ - - ）は、標 現代 に する試料 の 度の割 であ

る。

（５）暦年較正年代とは、年代が の試料の 度を に かれた較正 線と らし わ 、

過去の 度 化などを 正し、実年代に近 けた である。暦年較正年代は、 年代に

第37図　暦年較正年代グラフ
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する較正 線上の暦年代 であり、１標 （1 68.2 ）あるいは２標 （2

95.4 ）で表 される。暦年較正 グラ に 力される は、下一 を四 しない 年代

である。なお、較正 線および較正 グラ は、 ータの 積によって される。また、

グラ の によっても が なるため、年代の活用にあたっては の と ー ン

を する 要がある。ここでは、暦年較正年代の に、I 04 ータ ー （R - - -

2004）を用い、O 4.0較正 グラ （ -R - 1995　- -R - 2001　 -

R - - - - - -2001）を使用した。

⑥測定結果

年代は、ＳＫ03 土器内から出土した 化物（N .1 IAAA-81011）が3260 40 、Ｓ

Ｋ26から出土した 化物（N .2 IAAA-81012）が3280 40 である。２ は 内で一

し、 期の所 と 断される。暦年較正年代（1 ）は、N .1が1608～1570 （23.8 ）・1561～

1497 （44.4 ）、N .2が1609～1514 （68.2 ）である。２ の 含 は共に60 上であり、

分な であった。また、化学 理および測定内 にも が く、 文 代後期と された

調査所 とも であることから、 当な年代と えられる。

（（ ）加 器分 研究所）

測定 試料名 場所
試料形 理方

法
（ ）

（A

正あり
-A

（ ）
（ ）

IAAA-81011 N .1
2 03- 土器内

土
化物 AAA -25.91 0.88 3 260 40 66.62 0.30

IAAA-81012 N .2 2 26 化物 AAA -24.64 0.95 3 280 40 66.48 0.31

2400

測定
正なし 暦年較正用

（ ）
1 暦年代 2 暦年代A （ ） （ ）

IAAA-81011 3 280 30 66.50 0.28 3 262 36

1608 --1570 -
（23.8 ）

1561 ---1497 -
（44.4 ）

1622 ---1450
（95.4 ）

IAAA-81012 3 270 40 66.53 0.29 3 279 38
1609 ---1514 -
（68.2 ）

1663 ---1652
（-1.4 ）

1641 ---1454
（94.0 ）

参

参 文

- .- - - .A.-1977-D -R - - - -R -19 -355-363

-R - .-1995-R - - - - - - -O - -

R -37（2）-425-430

-R - .-2001-D - - -R - -O -R -43（2A）-355-

363
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-R - . - - - - .- - - .- 2001- - - - -

R -43（2A）-381-389

R - . .- - .-2004-I 04- - - - -0-26 - - -R -

46 -1029-1058

3）石材鑑定

はじめに

の分 調査では、伊賀寺遺跡の発掘調査で検出された 文 代後期後半の墓坑から出土し

た の の を 定することを目 として、 片作製 を行った。

①試料

文 代後期後半の墓壙（ＳＫ26）からは、 加工痕のある 製 と の 料として 用され

たとみられる 破片が水 により 出されている。 の分 は破 分 になることから、

調査担当者と協 の上、 出された 破片のうち、 に 製 と 質と 断される 破

片を し、分 用試料とすることとした。分 に した試料の状況は写真撮影を行い図版とし

て した。なお、ＳＫ26 土の細片試料は、 では 岩、チ ート、 色千 岩、 色

岩、 が された。

②分析方法

片の 定は、岩 を0.03 の厚さに く研 し、 下で すると、岩 を構

成する 物の大部分は となり、 物の 質・ などが できるようになるということ

を 用している。

試料は 小のため、 系 により 埋 理を施し、 片用のチッ とする。 180～

800の研 を用いて研 機上で研 した後、 のチッ を レ ラートに り付ける。 レ

ラートに り付いたチッ を イ ン ッターにて く 断した後、 断面を 180～

800の研 を用いて研 機上で厚さ0.1 下まで研 する。さらに、 上で 2500の

研 を用いて正 に0.03 の厚さに調 する。 レ ラート上で くなった岩 片の上に

ー ラ を り付け 用の 片とする。 片は を用い、下方 ーラーおよび 交

ーラー下において ・記 を行う。

③結果

下の では岩 の構成 物および の記 岩 学 な を明らかにした。各

構成物の は、 片上の 面全 に して、多 （ 50 ）、中 （20～50 ）、 （5～

20 ）、 （ 5 ）およびきわめて （ 1 ）という で目 により 定した。 定に

しては下方 ーラーおよび 交 ーラー下で撮影した写真を 付した。 下に各試料の 記

について る。

岩 名 - 泥 -セ サイト岩

岩 の 交代状 -
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原岩の が完全に している 質交代岩である。

主成分 物

セ サイト 多 在し、粒 大0.15 の 形で不定形 状～ 状を し、 い配向

を して広 に分布する。

泥 中 在し、粒 大0.12 の 形で 状を し、 色を す。セ サイトと

共 して広 に分布する。 に 色を する部分において粗粒なものが分布する。

成分 物

在し、粒 大0.25 の 形で不定形状を し、セ サイト 泥 の粒間を埋

めて 在する。

きわめて 在し、粒 大0.02 の 形で不定形状を し、 状に配 して分布

する。

④考察

は、細粒、 状 質な で、不 物を含み、各 の色調を す。 古学の分 では、

第38図　試料および剝片
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に 色の色調を す または などの 物からなるものに して の名 が使用

される。 の 、このような 物 にも、 色を する 質 灰岩なども とされる

場 も多い。 の分 試料は、 の 、 - 泥 -セ サイト岩という交代

岩と 定された。 含 は ないが 泥 、 といった 色 質 物を含 ことにより、

色の色調を し、 に に近い岩 となっている。したがって、 古分 における

に 当する とみなすことができる。

近 、中国、北 地方における および 様岩の 地としては、 か所 度が られてい

る。 代後期から古 代にかけて んに使用されていた島 松 市 山を めとして、

岡市の 、 山南市の 、 川 小松市の ・ 、 山 細 村の細 、

島の といった原 地が現在のとこ 明らかとなっている（ -2006）。分 試料

は、 物からなる な とは なっており、良質な が 出する 山のような

地のものとは えにくい。試料の構成 物である 泥 、 、セ サイトといった 質

物の は、 第 中 世のいわ るグ ーンタフ地域に 出する 質交代岩と共通する

を している。したがって、 地の 定は しいものの、グ ーンタフの分布する 北部 、

井 北部といった地域がま 地域として 定される。成分分 ータなども加えて、 後

検 していく 要があるだ う。

（ ・サー イ 式会 ）

用文

- -2006 - 製 の 学 分 成 .- 古学 -94 -100-102.

３．まとめ

の府道関 遺跡の調査は、発掘調査は下海印寺地区で１か所、試掘調査は樽井地区、調子

地区と円明寺地区の３か所で実施した。伊賀寺地区では 文 代の火葬墓 土壙墓、竪穴式住居

跡、 内期の竪穴式住居跡を検出した。 れに して、試掘調査の は、旧小 川の に

あたっており、 な遺構・遺物は できなかった。

小 川流域では、 山遺跡、友岡遺跡、下海印寺遺跡で 文集 が されており、 年度の

右京第927次調査では 文 代中期 の集 を調査した。 の伊賀寺遺跡では、北端の３トレ

ンチでは 文 代中期 の竪穴式住居跡を検出し、２トレンチ南半では 文 代後期後半の居住

域と墓域を した。また、火葬墓は な遺 を いたものであり、 の 文期の火葬に

する 解とは なるものである。これらの成 の 細は調査の概要で たとおりである。

の右京第943次調査と平行して、周辺地では府道関 事業として右京第910・941次調査

第二 関 調査として第947次調査が行われており、 に北東 に した第右京910・941次

調査では、 文期の竪穴式住居跡 土坑、多 の遺物が出土している。 年度に調査を実施した

右京第927次調査でも 文 代中期の竪穴式住居跡 土坑が検出されており、 の調査地の所

在する 上には、広 に 文 代中期 、後期後半期の集 が広がっていることが分かって
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きた。目を広げて、小 川流域では、下海印寺遺跡 山遺跡、友岡遺跡などで 文 代の集

跡が されており、 の伊賀寺遺跡の成 は、小 川流域における 文 会を する上で、

重要な となった。

現在、府道関 事業の右京第910・941次調査の出土遺物の 理が められており、 れらの成

と て の伊賀寺遺跡の成 を えていく 要があ う。

（岩松　保）

１　 京都第二 状道路関係遺跡平成15年度発掘調査概要 （『京都府遺跡調査概報』第113 　（財）京

都府埋蔵文化財調査研究センター）　2005

２　 京都第二 状道路関係遺跡平成17年度発掘調査概要 （『京都府遺跡調査概報』第124 　（財）京

都府埋蔵文化財調査研究センター）　2007

３　 京都第二 状道路関係遺跡平成16年度発掘調査概要 （『京都府遺跡調査概報』第118 　（財）京

都府埋蔵文化財調査研究センター）　2006

４　 ２に じ

５　京都大学片山一道・大 子・ 良・千葉 ・ 井 、文化財研究所 良文化財研究所松井 ・

山真 、島 大学山田康弘、大山崎町教育委員会 ・寺 千 ・古 正 、長岡京市教育委員

会中 正・小田 ・中島皆 、長岡京市埋蔵文化財センター岩崎 、向 市教育委員会中 良

６　 １に じ

７　 京都第二 状道路関係遺跡平成19年度発掘調査報告 （『京都府遺跡調査報告集』第131 　（財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2008

８　岩松保・大 子 長岡京市伊賀寺遺跡出土の火葬墓について （『京都府埋蔵文化財 報』第107

　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2008

９　 １に じ

10　 ２に じ



- 1-

４．長岡京跡右京第910次 I - - 地区・
941次 7 - I - - 地区・友岡遺跡・
伊賀寺遺跡発掘調査報告

１．はじめに

この調査は、 下海印寺線地方道路交付 （ 路）事業に伴う事前調査であり、京都府乙訓土

木事務所の依頼を受け実施した。

調査地は、長岡京市友岡西畑、下海印寺伊賀寺・下内田に所在する。小 川左 の と

の北 に広がる 位 上に立地する。付近の標 は、27.1～30.1 である。長岡京の

によると、 一・ ・ 四町（ では ・ ・ 町）にあたり、

の 大路・ 間北小路・西 間西小路が 定される位置にあたる。また、旧 器

代から中世にかけての集 遺跡である友岡遺跡、伊賀寺遺跡の にも含まれる。

周辺での調査状況は、調査地西 40 で、現NTT建物建設に伴い昭和56年度に実施された右

京第70次調査
１

では、旧 器 代から近世に る遺物が出土した。６世 ～７世 前半の竪穴式

住居跡７ 、土坑１ 、西 間西小路、 大路北 溝の が されている溝、

代の掘立柱建物跡６ ・土坑３ ・ が検出されている。古 代後期の竪穴式住居跡は右

京第324次調査
２

でも検出されている。北 の右京第118次調査
３

では、 火 などの出土から寺院

第１図　調査地位置図（国土地理院　1 25 000　京都西南部・ ）
１.調査地　２.伊賀寺遺跡　３.友岡遺跡　４. 岡 寺
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関 の施設が 定されている。また、右京第661次調
４

査

では 代の掘立柱建物跡、長岡京期の東西溝 が検

出されている。右京第42
５

3・43
６

4次調査では、古 代～

中世の遺物が出土している。

本道路事業に伴う友岡遺跡内の調査では、右京第78
７

7・

82
８

9・856次調査
９

が北 で行われている。右京第787次調

査では、平 代前期・ 代の掘立柱建物跡の一部

が検出された。調査地のす 北 となる右京第829次調

査では、 代の溝２ 、長岡京期の 内の 地を

細分する区 溝と 定されている溝が検出されている。

れらとともに、平 代前期～中期の掘立柱建物跡２

、 、 代には井 溝とともに多 の柱穴が検

出された。右京第856次調査では、12世 後半～14世

前半にかけての遺物とともに、多 の柱穴が検出された。

南 の 上では、道路 定地内 第二 状道

路建設に伴う右京第90
10

7・94
11

3・947次調査で、 文 代

中期 ～後期後葉の遺物とともに竪穴式住居跡・土坑・

火葬人骨を埋 した墓壙 、古 代前期・後期の竪穴

式住居跡、長岡京期の区 溝など多くの遺構が検出され

ている。このように、周辺では多くの調査が行われ多大

な成 が上がっている。加えて、 位 上では、古

代後期～ 代の遺構が されている。

調査は、平成19・20年度の２年度にわたって実施した。

現地調査は、平成19年度（右京第910次調査）は当調査研

究センター調査第２課調査第２係長森正、 主任調査員

増田孝彦、 調査員 井 雄が担当した。調査期間

は、平成19年７月26 ～平成20年１月30 、調査面積は、

1200 である。平成20年度（右京第941次調査）は、調査

第２課調査第１係長小 、 主任調査員松井 ・増

田孝彦、 調査員 崎 ・ 子が担当した。調査

期間は、平成20年４月24 ～10月31 、調査面積は2200

である。本調査報告は、増田が執筆した。

調査にあたっては、長岡京市教育委員会・（財）長岡京

市埋蔵文化財センター・京都府教育委員会・京都府乙訓

土木事務所・地 自 会・近 住 の方々をはじめとす第２図　トレンチ配置図
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る関係 機関からご ・ご協力をいた

だいた。現地作業・ 理作業については、

員・ 理員の協力を た
12

。記して

したい。

なお、調査に係る経費は、全 、京都

府乙訓土木事務所が負担した。

２．調査概要

調査は、平成19年度に１～４トレンチ、

平成20年度に５～８トレンチの調査を実

施した（第２図）。本調査報告では、１～

７トレンチまでの調査 を ている。

８トレンチは多くの遺構・遺物を検出し

たため、次年度に報告することとする。

また、３・５トレンチについては、土砂

置き場の関係上２分割し、反 して調査

を実施した。 下、年度ごとに調査

を報告する。

（１）平成19年度調査

調査地は 業用水路により分断されており、北から に１～４トレンチを設定した。調査地の

現状は、１・２トレンチは畑地、３トレンチは水田、４トレンチは 場跡地であり、多 の

土が施されていた。重機により表土掘削を行い、遺物 含層 後は、人力掘削により遺構検出

に めた。

調査地の 本層序（第３図）は、1トレンチ・２トレンチ東 断面をみると、北 には畑地に伴

う表土が 0.3～0.5 あり、 の下は１トレンチでは 色礫 じり土、２トレンチＳＢ180

南端付近では、水田の床土に 当する 灰色土がともに0.15 ある。 の下層は、部分 に

色土系の遺物 含層が２層にわたり0.2～0.3 堆積し、上層が中世の遺構検出面となり、下層

第３図　トレンチ土層柱状図

第４図　１・５トレンチ平面図
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は 良 代・平 代の遺物 含層となっている。 含層を 去すると、 色粘質土の地山面

となり、大半の遺構はこの面で検出した。３トレンチは、耕作土 0.15 を 去すると、 い床

土層が0.1 あり、 の下層には くしまった 化物層が ３ あり、 の下が遺構検出面で

ある地山面となる。４トレンチは、 場 成に伴う 土を 去すると、削平を受けた地山面で

あった。調査地全 の遺構検出面は、西から東に かに くなる自然地形を成している。遺構

の 状況は、後世の削平が しい３・４トレンチでは く、 含層が された１・２トレン

チでは良 であった。遺構が な部分は、削平により したと えられ、４トレンチの竪穴

式住居跡の遺構 深度が いのは、これを物 るものと えられる。地山面は、 色粘質土

が ー となるが、自然地形の により部分 に 礫が 出したり、礫と 色粘質土が

在する部分も められた。遺構は 色粘質土内に掘削されたものは深く、掘削 中で 礫に

あたったものは い 向が められた。また、２トレンチで旧 器 ～ 文 代 めと えられ

る 器 、３トレンチで 文 代中期後半の竪穴式住居跡が検出されたことにより、

色粘質土下層での遺構の を するため、２・３トレンチにサブグ ッ を設定し 調査

を行った。２・３トレンチ長 の中 部分に３ 間 で２ 四方のサブグ ッ を各６か所、

12か所設定し、面 に 礫まで人力掘削を行

ったが、遺構・遺物は されなかった。

各トレンチごとに検出された遺構の概要を報

告する。

１）検出遺構

検出された主な遺構としては、中世の溝・土

坑・柱穴、長岡京期の掘立柱建物跡・溝・土坑・

柱穴、 代の竪穴式住居跡、 期不明の掘

立柱建物跡、 文 代の竪穴式住居跡などがあ

る。 多く検出された柱穴には、 が るも

のも められたが、建物跡を 定するまでには

らなかった。

①１トレンチ（第４図、図版第３）

トレンチ中 部分で、東西に びる溝と の

南 で土坑および柱穴を検出した。

溝ＳＤ01（第４図、図版第３）　１トレンチ

から５トレンチにかけて検出したもので、北西

から南東方向に びる。南 に溝状の ち込み

（ＳＫ100－１・２）を検出したため、これに

まれる土 状の遺構が 定されたが、ＳＫ

100－１は５トレンチ に びないため、土第５図　２・６トレンチ平面図
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状の施設ではなく土坑であることが明らかとなった。ＳＤ01の 長部分は５トレンチで検出した。

溝 0.75～1.1 、深さ0.32～0.4 を測り、2.5 分を検出した。５トレンチも含めると全長9.5

を検出したことになる。内部埋土は 灰 色土・ 黒灰色土からなり、 器片が 出土した。

第６図　掘立柱建物跡ＳＢ40・179・180実測図
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12～13世 代と 定される。

土坑ＳＫ100－１（第４図、図版第３）　東壁で検出した 円形の土坑で、長 1.8 、 1.5 、

深さ0.6 を測る。遺物は小片化した土 器が 出土した。

土坑ＳＫ100－２（第４図、図版第３）　西壁で検出した土坑である。１ 3.2 分を検出した。

深さは0.7 を測り、断面形はレン 状を する。遺物は小片化した土 器が 出土した。土

坑ＳＫ100－１・２とも溝ＳＤ01と じ面より掘り込まれていることから、中世の遺構と えら

れる。

②２トレンチ（第５図、図版第４）

トレンチ中 部分の南北、南端の東西を耕作に伴う溝 による削平を受けていたが、遺構

の 状況が良 なトレンチである。中 部東 には長岡京期 の 含層も一部 していた。

検出された遺構には、掘立柱建物跡・溝・土坑・柱穴がある。南端の 含層中からは 、東

からは などの出土があった。

掘立柱建物跡ＳＢ40（第６図、図版第５）　トレンチ南端で検出した。耕作に伴う溝などによ

り削平を受けるが、東西１間（4.9 ）、南北１間（3.3 ）の正方位建物跡で、柱穴の掘形は一辺１

～1.2 、深さ0.1～0.45 を測る。 期は長岡京期である。

掘立柱建物跡ＳＢ179（第６図、図版第６）　トレンチ南西端で２間分（3.65 ）のみ検出した。

柱穴の掘形は一辺0.6 、深さ0.18～0.42 を測る。主 は

N31 である。柱間 法は2.15 、1.4 である。柱穴検出

面で長岡京期の 器 が出土しているが、 遺物の

がある。

掘立柱建物跡ＳＢ180（第６図、図版第７）　トレンチ中

部の南東壁 りで検出したもので、 間１間（2.1 ）、

行３間（5.6 ）を した。６トレンチ に びるものであ

るが、６トレンチ の柱 定位置に、後世の耕作に伴う溝

があり、柱穴が削平されたようで 在しない。また、これ

より南東方向に びないため、２間 ３間 度の建物が

定される。柱間 法は 間2.1 、 行1.8 ・２ ・1.8

である。 される は、 間4.2 行5.6 となる。

柱穴の掘形は 方形で一辺0.6～0.9 、深さ0.38～0.5 を

測る。掘形内には が るものがある。主 はN64 Eで

ある。 器 （第17図４）が柱穴検出面から出土したが、

建物の 期を すものとは えにくい。

溝ＳＤ30（第５・７図、図版第４・６）　トレンチ北端で

検出した東西溝で、２・６トレンチ 付近では 線 でな

く、北 に なりに り出す。６トレンチではＳＤ02

第７図　溝ＳＤ02・30断面図

第８図　土坑ＳＫ146実測図
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に 行する。溝 0.4～1.1 、深さ0.38～0.5 を

測り、11.5 を検出した。６トレンチを含めると

19 となる。溝の 配は西から東に く下がる。

削平を受けるためＳＤ02と 一面より掘り込ま

れる。埋土は上から 灰色土・ 灰 色土・

色土である。細片化した土 器が 出土

している。

溝ＳＤ02（第５・７図、図版第４・６）　ＳＤ

30に平行して検出した。６トレンチ 長部分で

は南 に に がる。溝 0.4～1.0 、深さ

0.05～0.4 を測り、６トレンチ の南北方向の

溝は くなる。区 溝と えられ、２トレンチ

で東西5.7 、６トレンチで東西５ 、南北7.5

分を検出した。溝の 配は東西が西から東に、南北が北か

ら南に く下がる。埋土は上から 色土・ 色土・

色土であり。内部埋土より長岡京期の土 器 、土 が出

土した。

土坑ＳＫ146（第８図、図版第４）　２トレンチ北 りで

検出したもので、ＳＫ150と り う。長辺1.45 辺0.83

、深さ0.32 を測る長方形の掘形を する。主 はN56.5

Eである。土坑中 部北西壁に って土 器 が５ 出土し

た。土坑の形状 遺物の出土状況から土坑墓と えられる

が、木 の痕跡は できなかった。12世 後半～13世

前半の 期が 定される。

土坑ＳＫ150（第９図、図版第６）　土坑ＳＫ146と西 が り いＳＫ146に 行する。一辺

2.7 、深さ0.28 の竪穴式住居状の掘形を つ。中 部に 0.35～0.4 、深さ0.13 の柱穴が

あり、 の南 に 0.6 、東 に 0.2 の じりの 土が広がる。内部から土 器 が出土

している。 良 代後半と えられる。

鍛冶炉-（第５・10図）　２トレンチの中 部で鍛冶炉１、ＳＫ150南 で鍛冶炉２を検出した。

鍛冶炉１は とんど破 されており、 0.5 、深さ0.11 の掘形は められたが、西 は破 に

伴う掘形のようで、炉床 の した部分は められなかった。東 は、炉床 に 色に

した部分が していた。内部は 土 炉壁が していた。鍛冶炉２は、 0.5 どの

土の広がりのみである。フイ の 痕 鍛冶炉を う建物跡は、 することができなか

った。鍛冶炉１・２とも掘形内 周辺の土砂を 集・水 い、 により内 物の を行った

とこ 、ともに鍛 片・粒状 ・小 片・小 が でき鍛冶炉であることが明らかとなっ

第９図　土坑ＳＫ 150 実測図

第 10 図　鍛冶炉１実測図
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た。

③３トレンチ（第11図、図版第４）

西 は削平によるためか遺構の 度が なかったが、トレンチ東 では掘立柱建物跡、中 部

で土坑、南端で竪穴式住居跡、全域で柱穴を検出した。また、中 付近の地山面上では

器が出土した。

掘立柱建物跡ＳＢ120（第12図、図版第７）　トレンチ北端で検出した。南北２間（5.7 ）、東

西１間 上（３ 上）の正方位 柱建物

跡である。柱穴の掘形は一辺0.7～1.1 、

深さ0.3～0.38 の を測る。柱間 法

は 間３ ・2.7 、 行３ の 間 で

ある。 器 Ｂ（第17図22・23）が出土

した。 期は、長岡京期である。

掘立柱建物跡ＳＢ121（第12図、図版

第７・８）　トレンチ中 部南東壁 り

で検出した。東西３間（4.6 ）、南北２間

（3.2 ） 上の 柱建物跡と えられる。

主 はN70 Eである。柱穴の掘形は、方

形で一辺0.6～１ 、深さ0.2～0.35 を測

る。柱間 法は 間1.4 ・1.8 、 行

1.5 の 間 である。 期は不明である。

竪穴式住居跡ＳＨ190（第13図、図版

第８・９）　南端で検出したもので、大

半が調査地 になるものと われる。不

正形な円形ないし方形を成すと えら

れ、明 な 壁を さ 、レン 状に

20 掘込まれる。７トレンチで住居の一

端が検出されなかったため、５ の

が 定される。内部埋土は２層からな

り、上層からは、 土・ に じって細

片化した 文土器 き ・ が出土

した。下層は、 の 文土器が出土し

た。出土遺物から 文 代中期後半の

期が えられる。この 期に 当する遺

構・遺物は、南方の１ い 上

の８トレンチから多 に出土している。第11図　３・４トレンチ平面図
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土坑ＳＫ140（第14図、図版第

８）　中 付近で検出した。一辺

2.5 2.7 の方形の掘形を し、

深さ0.54 を測る。主 はN14.5

である。 から井 を 定

して掘削を行ったが、 礫に

した で掘削が中断されて

おり、 面は中 部に礫が集中

しており、これらとともに長岡

京期に 定される 器・土

器、および 文 代の が出

土した。

④４トレンチ（第11図、図版第

９）

場 成に伴い削平を受け

ており、全 に遺構の 状

況は いものであった。検出さ

れた遺構は、掘立柱建物跡・竪

穴式住居跡・柱穴である。

掘立柱建物跡ＳＢ130（第15図、

図版第９）　トレンチ中 部で検

出した正方位建物跡である。

部分を検出していないので 定

はできないが、東西２間（５ ）、

南北４間（13.5 ） 上の建物跡と

えられる。南北の柱間は2.7

の 間 である。柱穴の掘形は

方形で一辺0.6～0.8 、深さ0.1～

0.3 を測る。南端は、7トレンチ

で検出されなかったため、検出

された建物南端よりあと一間分

びるものと えられ、５間

上の建物跡とも えられる。遺

物は出土しなかったが、ＳＢ40・

ＳＢ120 様、正方位建物である 第12図　掘立柱建物跡ＳＢ120・121実測図



京都府遺跡調査報告集　第 1

- -

ことから、長岡京期と えられる。

竪穴式住居跡ＳＨ175（第16図、図版第10）　トレンチ

南壁 りで検出した。掘立柱建物跡ＳＢ130に一部 さ

れ、住居西壁の一部を検出したのみで、遺 状 が い。

主柱穴は められない。一辺 ４ の竪穴式住居が

される。西壁に が 在していた痕跡を す 円形

の 土面を、東西0.8 、南北0.5 の で検出した。西

掘込み 壁は0.15 した。西壁での主 はN39 E

である。右京第70次調査で検出された住居跡も柱穴を

さ 、 にも ている。床面から 器 ・ が出

土した。７世 前半と えられる。

2）出土遺物

平成19年度調査で出土した遺物には、 文土器・

器・土 器・ ・土 ・フイ ・ 器・ 製 ・

製 ・鍛冶 関 遺物などがある。

①遺構出土遺物（第17図、図版第17・18）

１・２・３は 器 である。１は、２トレンチ

ＳＰ87から出土した。内面にかえりが付き、 つまみ

がつくものである。２・３は、 つまみがつくが、内

面にかえりは付かない。２は２トレンチＳＰ01から、３

はＳＢ179柱穴検出面から出土した。４は 器 であ

る。 12.4 、器 4.05 。ＳＢ180から出土した。

５は、 器 でＳＢ40から出土した。 の位置が

部と 部の 部の 内 にある。 良 代後半～

長岡京期。６～11は土 器 でＳＫ146から出土した。

い れも完形 で、６～10は、 部 面上半は 、下

半は サ 、11は内面にミ の痕跡が る。６～10は、 9.3～9.4 、器 1.45～

2.05 。11は、 14.4 、器 3.1 。色調は明 色である。12世 後半～13世 前半の

期が 定される。12・13は、土 器 である。12は２トレンチＳＰ01から出土した。 13.4

で小 りである。 部は 、 部はミ が る。色調は 色である。13は、ＳＤ02から

出土した。内 面とも を施す。 17 。14は、ＳＤ02から出土した土 である。前

と後右 ・ 部を する。色調は 色である。15は、ＳＰ01から出土した 質風字

の破片である。使用痕が る部分は黒色に 化している。16は、土 器 である。ＳＫ150から

出土した。 良 代後半である。17は、フイ である。 端付近は により 灰色に 色

する。２トレンチＳＰ27から出土した。18は２トレンチＳＰ04から出土した、 色 灰岩の の

第13図　竪穴式住居跡ＳＨ190実測図

第14図　土坑ＳＫ140実測図
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原 である。 質のもので、 灰白色を する。所 期は不明であるが、右京第943次調査で

は火葬骨埋 土壙から が出土しており、 文 代に する もある。19は、ＳＢ175柱

穴内から出土した である。 面は４面で 色である。 長７ 、 ４ 、である。

第15図　掘立柱建物跡ＳＢ130実測図
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砂岩製。22・23は、ＳＢ120から出土した

器 である。 の位置が 部から

部の 部にある。 良 代後半～長

岡京期。22～25は、ＳＫ140から出土した。

22は 器 、23は である。24は、

器 で 18.8 、 面は 、

内面は 心円文タタ である。25は、土

器 である。 部は 、 は

サ ・ 、内面は を施す。

15 、色調は 色である。 良

代後半～長岡京期。26は 器 壺で

ある。３トレンチＳＰ110から出土した。

27は土 器 である。小片であるが、

部内面は 、 部は８面 どの面

りをすると われる。28～32はＳＨ190から出土した。28～30は 文土器深 で 一 と わ

れる。28は 下の文様 、29は 部中位部分の破片で 方向の 線がみられる。30は 部片で

ある。31は、 岩質砂岩製の で1 2が する。32は砂岩製の 器と えられるが、研

面のみで用 は不明である。これらの遺物は 文 代中期と えられる。33・34は２トレンチＳ

Ｐ147から出土した。33は、施 器 である。 り付け で、内面に施 され灰 色に発

色する。 の一部にも が付 している。平 代前期。34は、土 器 である。 は

、 部 面は 、内面上半 、下半は 上げを施す。 32.4 、色調は

色である。35・36は竪穴式住居跡ＳＨ175から出土した。35は Ｂで内面に りを し、

つまみをもつ。 11.4 、器 3.4 の完形 である。 代。36は で、 部のみのもので、

部と 部を に さ た痕跡が められる。 部に２ の 線をめ ら 、 の間に

状文を れる。 は斜め上方に 3.5 状に 出している。古 代後期。

②包含層出土遺物（第18図、図版第18）

37～46は 含層出土のものである。37・38は 器 Ｂ である。37は つまみがつき、内

面にかえりが付く。38は内面にかえりが付かない。39～41は Ｂである。内 面とも を

施す。42は、 器壺 部である。40は が 部内 りに付されるが、 かは 部付近に

を付す。43は、土 器 である。大 であり、 部は９面の面 りを施す。44は、粘

岩製 片である。45は である。火成岩製で、 さ8.4 、 8.4 、厚さ4.9 、重 305 。

全 が丁 に かれている。 部は 形に面 りし、下半は全周に ６ 、深さ1.5～２ の線

がめ り、広端面中 に に ６～８ 、深さ２～３ の 形の みが まれる。 部 面

は、レン 状に４～4.5 。一部 後に 研 した痕跡が められる。また、 色 料が

付 したような痕跡も り、全 に 布されていた もある。上下に と みにより、

第16図　竪穴式住居跡ＳＨ175実測図
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を表現したように える。46は、３トレンチ 色粘質土上の地山面で検出した 器

である。小 のもので、 端と 部の一部を く。現 長4.4 、 1.6 、厚さ４ 、重さ3.5

である。明 な 部を たないものである。 は みがかったチ ートである。 部断面は

二 辺 形を成し、丁 な により調 される。47は、ＳＫ140から出土した 式

である。一部 するが、長さ3.05 、 1.5 、厚さ0.45 、重さ1.8 。サ イト製

第17図　出土遺物実測図（１）
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である。48は、ＳＤ176から出土した である。 端を するが長さ2.8 、 1.5 、厚さ

0.3 、重さ1.2 。サ イト製である。49は、 地 の である。方形の 状の ２

で を み込み、 の ２本で じる。 の いし には、 を い込んでいたよう

で、２本の が する。 の 状の には があり、 り 状のものが み込まれている。

を き 全 が、 である。 期はわからない。

（２）平成20年度調査

トレンチ名は、平成19年度調査トレンチに けた。調査地は１トレンチ東 （５トレンチ）、２

トレンチ東 （６トレンチ）、４トレンチ南 （７トレンチ）である。平成19年度調査 様、６トレ

ンチを いて、 業用水路 道により分断されており、トレンチを することはできなかっ

た。調査前の状況は、５トレンチが公 ・建物跡地、６トレンチが 場跡地、７トレンチは水

田であった。調査は重機により表土を 去し、遺物 含層 後は、人力掘削により遺構検出に

第18図　出土遺物実測図（２）
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めた。

１）検出遺構

検出された主な遺構としては、

中世の掘立柱建物跡・溝・土坑・

柱穴、長岡京期の溝・土坑・柱

穴がある。 多く検出された柱

穴は、建物跡を 定するまでに

は らなかった。

基本層序（第３図）　各トレン

チとも する平成19年度調査

トレンチと 様な堆積状況をな

しているが、５トレンチは

建物 により を受ける

部分が められた。６トレンチ

は 場表土下に旧耕作土・床

土があり、 の下層は 色粘

質土の地山面となるが、部分 に く遺物

含層が る所も られた。７トレンチは

耕作土を 去すると、 ３ の 化物層

があり、 の下は地山面となる。また、南

西 は 位 の 地の端にあたり、自然

地形が 斜し める部分に位置する。各ト

レンチごとに検出された遺構の概要を報告

する。

①５トレンチ（第４図、図版第11）

削平を受け遺構の 状況は良く

なかったが、検出された主な遺構として、

中世の土坑・溝・柱穴、平 代掘立柱建

物跡・柱穴などがある。

溝ＳＤ01（第４図、図版第12）　南端より１トレンチの 長部７ を検出した。溝 0.7～１ 、

深さ0.36 を測る。６トレンチ に 長部が められないため、５・６トレンチ間の 調査部分

に通じているものと われる。

土坑ＳＫ222（第19図、図版第12）　５トレンチ中 部で検出した。一辺2.3 2.1 、深さ0.15

を測る 方形の掘形を する。検出面上の土坑西 りの1.5 四方に 0.1～0.3 の礫が集中

している。土坑 面中 より東 りが柱穴状に長 １ 0.9 、深さ0.37 の 円形状に掘

第19図　土坑ＳＫ222実測図

第20図　土坑ＳＫ298実測図
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り込まれる。この中には礫は含まれない。

検出面の礫に じって黒色土器 ・土 器

が出土した。13世 代と 定される。

改葬に伴う 墓と えられる。

土坑ＳＫ298（第20図、図版第13）　５ト

レンチ南東 りで検出した。長 1.7

1.6 、深さ0.1 を測る 円形土坑であ

る。土坑中 に １ どの に ５～

15 の礫が集中する。礫の下は 0.9

長 1.2 、深さ0.15 の 円形状に掘り込

まれる。この中には礫は含まれない。礫に

じって 器片が 出土した。13世 代

と 定される。ＳＫ222 様、改葬に伴う

墓と えられる。

掘立柱建物跡ＳＢ330（第21図、図版第

12）　５トレンチ中 部で検出した、平面

形のいびつな建物跡である。南北２間（西

3.3 、東 ３ ）、東西４間（6.2 ）を測

る。北 行は、反 調査を行った の

部分に当たり、削平してしまったのか

できなかった。主 はN68 Eである。掘形

は 本 には円形であるが、 方形に近い円形のものもある。 ないし一辺0.35～0.8 、深

さ0.3～0.58 を測る。柱穴内より土 器・黒色土器片が出土した。平 代前期と 定される。

②６トレンチ（第５図、図版第13・14）

２トレンチ りを南北に びる耕作に伴う溝は、東 は により削平を受けている。検出さ

れた遺構は溝・土坑・柱穴などがあるが、 期を 定できないものが多い。

溝ＳＤ30（第５・７図、図版第13・14）　２トレンチの 長部であり、ＳＤ02を る東西溝で

ある。溝 0.7 、深さ0.22～0.39 、長さ7.5 を検出した。東端は により削平を受ける。

溝ＳＤ02（第５・７図、図版第13・14）　２トレンチのＳＤ02の 長部分である区 溝と え

られる。２トレンチから く東西溝が６トレンチで南に する。東西５ 、南北7.5 分を検

出したので、２トレンチで検出した分と わ て東西は 長10.7 を測る。南北部分は 0.4 ～

0.5 、深さ0.05 を測り、北から南に く 斜する。長岡京期である。

③７トレンチ（第22図、図版第14・15）

表土 下が遺構面であり、遺構の 状況は いものであったが、中世の土坑、長岡京期の

土坑・溝・柱穴を検出した。

第21図　掘立柱建物跡ＳＢ330実測図
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土坑ＳＸ263（第23図、図版第15）　７トレンチ北 りで検出した。一辺1.9 1.75 、深さ0.3

を測る 形状の掘形を する。土坑内中位に ５～20 の礫が北 りに１ 1.5 の

に集中する。土坑 面は、レン 状に 。５トレンチの土坑ＳＫ222 ＳＫ298のような１ 下

がる掘り込みはない。礫に じって古

代、長岡京期の土器・ を中心に

の土 器小 片が出土した。中世と え

られる。ＳＸ222・298 様、改葬に伴う

墓の が い。

土坑ＳＫ221（第24図、図版第15・16）

　７トレンチ中 部で検出した。平面形

は、 長の 形状を し、西 が広く東

が い。長さ４ 広端辺長2.5 ・

端辺長0.8 、深さ0.25 を測る。土坑内

からは、長岡京期の 器・土 器・

に じって、 文 代の ・ 、古

代後期の 器が出土した。出土状

況から、長岡京期の 土坑と えられ

る。

２）出土遺物

平成20年度調査で出土した遺物には、

器・土 器・黒色土器・ ・製 土器・

土 ・ 器などがある。

①遺構出土遺物（第25・26図、図版第

17）

50・52は、黒色土器 である。内 面

とも黒色 理をする。50は 部片である

が、 込み部分に なミ が施される。

52は、内 面・ 込み部分とも なミ

を施しているが、遺 状 が い。

15 、器 ６ を測る。50はＳＫ

222、52はＳＰ309から出土した。10世

後半～11世 と 定される。51は、土

器 である。 い 状の 部に小さく

出する をつけたものである。 面は、

下が サ 、 下方に が付

第22図　７トレンチ平面図

第23図　土坑ＳＫ263実測図
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している。内面は 調 する。13世 中 と えられる。 19.1 。ＳＫ222から出土した。

53・54は、 器 である。53は、小 で古 代後期後半の で、 部は ラ 後 調

する。 10.4 、器 3.9 、色調は 灰色である。ＳＫ230から出土した。54は、

が 部端に付される。内 面とも である。ＳＰ223から出土した。55は、土 器 である。

面は ラ 、内面は を施す。 13.6 、器 3.7 、色調は 色である。ＳＤ

232から出土した。56・57は、 器 Ｂ である。57は 状のつまみをもつ である。

井部 面は ラ 、

は である。

13 、器 1.45 。色調は

灰色である。 良 代

期～平 代 期。58は

器 Ｂである。 部の

破片で、色調は 灰色であ

る。

59～75はＳＫ221から出土

した。59は 器 Ａ、60・

61 器 Ｂである。59は、

部 ラ 、内 面と

も である。

13.9 、器 3.9 である。第25図　出土遺物実測図（３）

第24図　土坑ＳＫ221実測図
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第26図　出土遺物実測図（４）
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色調は明 灰色である。60・61は 部端に り付け が付される。内 面とも である。

部は ラ である。62は、 器 である。 16 、器 2.9 、色調は明 灰色であ

る。 部 面は ラ り、 は を施す。63～66は、 器壺である。64・65は が

部端に付される。64は、 部に りの痕跡が る。66は、 耳壺で 部に 化した を り

付けている。内 面とも 上げ。色調は 灰色である。 部全 に自然 が付 する。

67・68は土 器 である。67は 21.4 、器 2.95 、色調は 色である。68は 面の全

面に ラ を施す。69～71は、土 器 である。69は、 部 、 部下半 上

げ。色調は 色である。 13.6 、器 3.8 である。70・71は 部 、 は ラ

、内面は を施す。色調は 色である。72～75土 器 である。 部は 、

部 面は 、内面は 部 調 。72は 15.7 、74は 24 である。76は、

土 である。左前 のみ する。77は 岩質砂岩製の である。78は、一部 する

式 である。長さ2.35 、 1.75 、厚さ0.25 、重さ0.6 。サ イト製である。こ

れらの遺物は、 器を き長岡京期である。79～81はＳＸ263から出土した。79は 器 で

ある。色調は灰色で、 部 面は ラ 、 は を施す。 12.8 、器 3.8 。

古 代後期。80・81は 器 Ａで 端部を内 に き込 。８世 後半。

②包含層出土遺物（第27図）

82・83は 器 である。82は、 井部 面に 書が められるが、 できない。 良 代

後期～長岡京期。83は、 器 で 井部 ラ り、内 面とも である。84は、

器 である。 地は不明である。 部は ラ り、 は である。85・86は 器付

である。い れも が 部端近くに付される。87は、 器 で削出し で、 土は明灰

色、 は 色に発色する。11～12世 。88は、土 器 で 部は 、 面 部付近は

サ 、内面は であ

る。 18.8 。89は、土

器 で 20.2 である。

が しい。90は、製 土器

である。上半のみ遺 し 面

は 、内面は サ で

ある。 部に して が

く、厚さが1.5 あり分厚い。

土に長 ・ を含 。色

調は 色である。91・92は、

式 である。一部

するが、91は長さ1.95 、

1.5 、厚さ0.35 、重さ0.9 。

92は長さ1.95 、 1.7 、厚第27図　出土遺物実測図（５）
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さ0.25 、重さ0.7 。サ イト製である。

３．まとめ

の調査成 について にまとめておく。 器は地山 上で出土したものであるが、

周辺では じ 地上に立地する下海印寺遺跡、右京第70次調査でも出土しており、旧 器 代

～ 文 代 めにかけての遺跡が広 に広がっていることを するものである。

３トレンチ南端で検出した 文 代中期の竪穴式住居ＳＨ190は、８トレンチ周辺で行われた

上の調査で、 文 代中期 ～後期後葉にかけての遺物 竪穴式住居跡・土 が多く検

出されており、 地上にも集 が広がっていることが明らかとなった。また、 文 代 期と

えられる は、京都府下では２例目の出土であり、 の分布は中部地方を中心として出土する

もので、地域間交流があったことを すとともに、周辺に当 期の遺構の 在を する。

代の竪穴式住居跡 含層出土の遺物などからすると、右京第70次調査で検出された竪

穴式住居跡と 期のものであり、 後集 の が広がっていくものと えられる。８トレン

チ周辺では６世 前半～中 の住居跡が検出されているが、６世 後半 の住居跡は められ

ない。６世 後半になると、集 は北方の 地上に した も えられる。

調査地周辺では、平 代～ 代の遺構遺物が多く検出されたが、これらに ると長岡

京期の遺構・遺物は ない状況であった。 の調査で検出された建物跡については、正方

位を すもので 後、長岡京の土地 用を える上で重要な資料となる。また、 期の土 が

出土したこと 土 の 在など、周辺部にも長岡京に関する遺構が広がっている があ

る。

期不明の建物跡ＳＢ179・180に関しては方形の掘方を するもので、第70次調査で され

ているものと 方向を向く 向がある。周辺の調査 からすると、長岡京期 後、平 代前

期には東に る 向があり、平 代後期には び正方位に ると されている。右京第70次

調査検出の建物跡については、13世 にこの周辺が 関 の となったことから、 クラ

の とも位置 けられている。 期・建物跡を 定することはできなかったが、２ の鍛冶炉、

フイ の出土など鍛冶 関 遺構・遺物については、右京第70次調査で竪穴式住居跡から

が出土していることから古 代の もあるが、周辺の遺構・遺物の検出状況からする

と、平 代の 内に付 する鍛冶工 であったとも えられる。

（増田孝彦）

１　 二 か 長岡京跡右京第70次（7ANOIR地区）調査概要 （『長岡京市文化財調査報告書』第

９ 　長岡京市教育委員会）1982

２　木村 彦 長岡京跡右京域の調査　第324次（7ANOIR-2地区）調査 報 （『長岡京市埋蔵文化財セン

ター年報』昭和63年度　（財）長岡京市埋蔵文化財センター）1990

３　 一 長岡京跡右京の調査　右京第118次（7ANNN 地区）調査概報 （『長岡京市埋蔵文化財セ

ンター年報』昭和57年度　（財）長岡京市埋蔵文化財センター）1983
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４　中島皆 長岡京右京第611次（7ANNN -2地区）調査概要 長岡京跡右京 町、友岡遺跡

（『長岡京市文化財調査報告書』第42集　長岡京市教育委員会）2001

５　中 正 長岡京跡右京域の調査　右京第423次（7ANN -3地区）調査概報 （『長岡京市埋蔵文化財

センター年報』平成４年度　（財）長岡京市埋蔵文化財センター）1992

６　中島皆 長岡京跡右京域の調査　右京第434次（7ANN -3地区）調査概報 （『長岡京市埋蔵文化財

センター年報』平成５年度　（財）長岡京市埋蔵文化財センター）1993

７　 井 雄 ６．長岡京跡右京第787次（7ANNN -4地区）・友岡遺跡発掘調査概要 （『京都府遺跡調査

概報』第111 　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2004

８　 原一彦 ４．長岡京跡右京第829次（7ANNN -5地区）・友岡遺跡発掘調査概要 （『京都府遺跡調査

概報』第115 　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2005

９　 原和人 ４．長岡京跡右京第856次（7ANNN -6地区）・友岡遺跡発掘調査概要 （『京都府遺跡調査

概報』第118 　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2006

10　中川和哉 15.平成19年度京都第二 状道路関係遺跡 （『京都府埋蔵文化財 報』第106 　（財）京

都府埋蔵文化財調査研究センター）2008

11　岩松保・大 子 長岡京市伊賀寺遺跡出土の火葬墓について （『京都府埋蔵文化財 報』第107

　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2008

12　 ・ 内 ・木村 ・ 年・ 子・松下道子・ 保 ・山本 ・中島 子・

山川幸 ・ 川 子・ 島厚子
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５．魚田遺跡第７次発掘調査報告

１．はじめに

の調査は、平成20年度一 府道 線地方道路交付 事業に伴う発掘調査を京都府

建設交通部の依頼を受けて実施した。魚田遺跡は、 市岩田南辺部と京田辺市の大住北辺部に

またがる 代から中世までの遺物 布地として られる遺跡である。 の調査地は、京田

辺市大住大峯に位置し、遺跡 の北東部分での遺構の を目 とした試掘調査である。

現地調査は、平成20年10月６ ～11月12 の期間実施した。調査面積は、230 である。調査は、

調査第２課長 調査第３係長 井 ならびに 調査員村田和弘が担当し、現地調査および

報告については村田が担当した。 とした魚田遺跡周辺の地形および破堤堆積物の につい

ては、増田 雄（ 大学理工学部・当調査研究センター理事）・伊 加（ 大学工学

研究 ）・ 本 彦（ 大学 ）・ （京都大学大学院理学研究 ）が執筆した。また、

現地調査にあたって

は、京田辺市教育委員

会ならびに京都府教育

委員会、各関係機関の

方々にご ・ご教

を た。記して し

たい
１

。

なお、調査に係る経

費は、全 、京都府建

設交通部が負担した。

２．位置と環境

京田辺市は、京都府

南部に広がる南山 平

の 中 に流れる

木 川の左 に位置す

る。西部は 山地に

なる 地 で、東

部は北に流れる木 川

第１図　調査地と周辺の遺跡（国土地理院　1 25 000　 ・ ）
　１.魚田遺跡（ の調査地）　２. 田遺跡　３. 田遺跡　４. 穴 　
　５. 穴 　６.松井 穴 　７. 遺跡　８.西村遺跡　９.向 遺跡　
　10.大住 古 　11.大住南 古 　12. 古
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によって形成された 積地が広がってい

る。魚田遺跡の調査は、これまで６度の

調査が実施されている
２

。

周辺の遺跡として、北西 には

代～古 代の集 跡で、竪穴式住居跡

掘立柱建物跡、溝などの遺構が検出さ

れた 田遺跡
３

、東 に 代の竪穴式

住居跡などが検出された 田遺跡、南

には中世の集 跡である向 遺跡 西村

遺跡などが所在する。南西 の 部および 地形には、古 代後期に する ・

穴 松井 穴 などがあり、さらに南 の 部には 古 が所在する（第１図）。

市の南東部から京田辺市の北端部の および平 部は、 多くの遺跡が集中して分布する地

域である。

３．調査概要

の調査地は、魚田遺跡においても北東端部にあたり、京田辺市大住大峯に所在する。調査

は、遺構を するための試掘調査として、調査 内に３か所の試掘トレンチを設定し調査を

実施した（第２図）。ま 、重機による表土掘削を行い、遺構と われる溝が できた粘土層の

定面まで掘削した。 の後、人力による掘削作業を行い遺構の検出作業を めた。試掘トレン

チとして設定した調査地区を東から に１～３トレンチと し、遺構の 作業を行った。

（１）第１トレンチ　調査地内の東端部に設定した調査区である。現地表面から20 で現代

の耕作面である黒色土の堆積層があり、 の 下から 1.6 の深さまでは、 度にわたる木

川の （洪水破堤）によって堆積した砂の堆積層が き、 1.9 で粘土質の 定面を した

（第３図）。遺構の 作業を行ったが、遺構・遺物は できなかった。さらに、下層遺構を

するために３か所の断ち割り（ 1.5 ）を行ったが、10 前後の砂と粘土層の 層が くのみ

であった。しかしながら、トレンチ壁面では、木 川の洪水破堤によって形成された地形 洪水

砂の堆積状況が良 に っており、調査地周辺の地形の成 に関して良い ータを ることがで

きた。

（２）第２トレンチ　調査地の中 部に設定した調査区である。現地表面から20 で現代の

耕作面、 の 下 1.5 の深さまでは木 川の （洪水破堤）による 層の砂の堆積層、

1.8 で粘土質の 定面を した（第４図）。粘土質の 定面には、人力で掘削された溝状の遺

構を した。溝は、南北方向に １ の で 間 に掘り込まれている。溝の 部には、 な

どの耕 使用痕跡が っていた。また、一部であるが東西方向に区 られたものも した。溝

の埋土は、洪水による砂で一度に埋まった状況が できた。溝状の遺構は、 らかの耕作溝と

えられるが、用 については不明である。この溝の埋土（第４図第６層）からは、土 器 （第

第２図　調査トレンチ配置図
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６図１・２） 近

世の土器片が

出土している

が、洪水による

堆積のため、この遺構の 期を す は い。下層遺構を するために２か所の断ち割り

（ 1.2 ）を行ったが、30 前後の粘土層より下層は洪水による砂の堆積層であった。

（３）第３トレンチ　調査地内の西端部に設定した調査区である。現地表面から20 で現代

の耕作面、 の 下 1.5 の深さまでは木 川の （洪水）による 層の砂の堆積層、 1.8

で粘土質の 定面を した（第５図）。粘土質の 定面で、２トレンチと 様の溝状の遺構を

した。溝は、南北方向に 1.3 の で 間 に掘り込まれて、 部には などの耕 痕跡が

っていた。下層遺構を するために２か所の断ち割り（ 1.2 ）を行ったが、10 前後の粘

土層より下層は洪水による砂の堆積層であった。砂の堆積層（第５図第９層）から、古 代の

器 ・壺の破片（第６図３～５） 土 器 の破片（図版第６－（3）出土遺物６）が出土したが、

こちらも洪水による堆積のため、この層の 期を す は い。

４．まとめ

の調査は、遺跡 および遺構の が目 の試掘調査であったが、 間 に掘り込まれ

た溝 を いて遺構は できなかった。 、第２・３トレンチで した 間 に掘り込ま

れた溝 は、 細な 期については不明であるが、お らくは近現代の耕作によるものと 測さ

れる。また、粘土層の上下では、各トレンチの断面 により木 川の による洪水砂の堆積

状況が でき、 の堆積状況の から、 による水および砂は主として北西方向に流れて

いたことがわかった。また、過去に の による砂の堆積があることも できた。

の 地内には、明 な 期を す遺構の 在は できなかったが、後世の木 川の洪

水破堤によって遺構が した も えられる。　　　　　　　　　　　　　　（村田和弘）

１　調査参加者川原 ・松 ・村上 子・長 子・大村 子

　　　ご ・ご教 を いた方（ ） 増田 雄（ 大学理工学部・当調査研究センター理事）、

一 （京田辺市教育委員会）

２　 一 魚田遺跡第１次・第２次発掘調査概報－大住地区 場 事業地内の調査　 の１（『田

辺町埋蔵文化財調査報告書』第22集　田辺町教育委員会）1997

　　　中村周平 大住地区府 場 事業関係遺跡発掘調査概要　魚田遺跡第６次・西村遺跡・ 田遺跡

（『京都府遺跡調査概報』第107 　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2003

３　 一 田遺跡発掘調査概報 （『京田辺市埋蔵文化財調査報告書』第27集　京田辺市教育委

員会）1999

　　　 井 ・岡崎研一 か 田遺跡第５次発掘調査概要 ・ 田遺跡第６次発掘調査概要 （『京都

府遺跡調査概報』第94 　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2000

第６図　出土遺物実測図
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　京都府京田辺市魚田遺跡付近の地形と洪水破堤堆積物

増田 雄（ 大学理工学部）・伊 加（ 大学工学研究 ）

本 彦（ 大学 ）・ （京都大学大学院理学研究 ）

１．はじめに

魚田遺跡の発掘トレンチ壁の地層

を することができた。

とこの付近の地形 表層地質の解

から、魚田遺跡付近の地形の成 に

関して しい を ることができ

たので報告する。

２．魚田遺跡の地点と周辺の地形

魚田遺跡付近の地形は、畑作地と

して 用されている 地と、 の

周辺の 田として 用されてきた

地、 地に まれた流路跡、さらに

在する集 （岩田、内 など）の

り土が である。

魚田遺跡は標 15.5 どの 地

上にあり、周 の 地より１ ど

く（第７図）、 断面はかま こ

をしている。 した畑作地からな

る 地は、1948年（昭和23年）に撮

影された空中写真（第８図）で に

できる。この 形（ －ブ状）を

した まり地形は、調査地 の

500 東方を北流する木 川の洪水破

堤（堤 ）による堆積地形と え

られている（大 ・ 保1993、 村

か2007）。この堆積地形の形成 期について、大 ・ 保（1993）は1860年（ 年）の 大住 レ

（ 土地改良区1962）に、 村 か（2007）は 代後期か れ 、田辺町教育委員会（1997）

は1896年（明 29年）の洪水でつくられたとし、この 地を とつの砂礫堆（大 砂堆 村

2007）として している。また、この 地から 行しながら北西流する流路跡（第７図、第８

図）と、南 の 地との間の流路状の 地は、旧 道とされている（大 ・ 保1993）。 村（2008）

は南 の流路跡について、1802（ 和２）年と1815（文化12年）の破堤に伴う洪水流がこの地形 な

第７図　京都府京田辺市魚田遺跡の位置
国土地理院1 25 000 に、20 間 の 線と、大 ・
保（1993）の地形分 図から 地 と 流路跡 の一部を
加筆。

第８図　魚田遺跡付近の様子
印が 地 。1948年撮影の空中写真。第１図と
－ 。
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地を流れたと えている。

要するに、魚田遺跡のある 地は

期 の 較 しい 期の破堤堆

積物からなるもので、周辺の流路跡は

後期 の旧 道あるいは 流の流

路と えられている。

３．破堤堆積物

第1トレンチの断面で できた地層

は、全層厚が 3.2 で、土 層、耕作

土層、泥層、砂層、砂礫層であった（第

３図）。 から、これらは 川の

原堆積物が で、泥層は洪水

水の 物質 で、砂層と砂礫層は破

堤堆積物であり、土 化した層 人間が

改 した層を含 ことがわかった。

耕作土には、耕作 で 10～15 で

40～60度の 度で耕した できたと

えられる、長さ10～20 の 層状の

な構 が められた（第９図）。また、

地表面近くには厚さ20～40 の 機質

と われる黒色の砂質土（第３図の第３

層）がみられ、深さ １ の 地（ 地）

を埋積していた。この黒色層には耕作に

使われたと えられる ー 製の

などが含まれ、 近40～50年

内の堆積物と えられる。

泥層（第３図の第13層）は厚さ５～

30 で、砂質 ト質の粘土が主で、 痕 痕（ 穴 り痕）がみられた。泥は 水の

物質である りから 積したもので、いわ る 原泥層 である。

砂層と砂礫層は、木 川が する堆積物の である 岩 の 物粒子から構成され、

細粒な砂は 色、粗粒な砂は白色、砂礫層は灰色を する（第10図）。砂層と砂礫層は、一部

での で けるが泥層 耕作土層・土 層で区 られる。すなわち、 れ れ った 期に堆

積した層であることがわかる。このトレンチ断面（第３図）では、厚さ５～60 の砂層と砂礫層

が６～８ （第３図の １ ～ ６ 層） められた。一 の砂層 砂礫層の内部構 は、 較

で、 もの層が厚く重なるということはなく、また、重なった層の中で粒 が上方に細粒

第９図　上部の黒灰色粘質土（第３図の３層）の下部に
　　-　　--みられる耕作痕（ － は じり ）

第10図　トレンチ北壁にみられる破堤堆積物（ ２ ～ ５ ）
砂礫層（ ２ 層）は 状に分布し、写真の右から左に 斜し
た（東から西に流れてできた）フォ－セット面をもったトラフ
斜交層理を す。これは調査地 では も破堤場所に近い

堆積物といえる。反 に下部の細粒砂層（ ５ 層）は破堤堆
積物の 辺 を す。下部の細粒砂層（ ５ 層）の厚さが
45 。
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化あるいは厚さが上方に 層化する

ということもない。これは 川の流

路堆積物（増田1988、1998、1999、

2004）ではないことを している。ま

た、砂層の一部（例えば ３ 層 ４

層）には、下位の泥層から上方に

し粗粒化するものがみられ、洪水

堆積物の （増田・伊 1985、

木2000）を す。

砂層 砂礫層には水流下で 流

された できた堆積構 が発

する。一 の層の内部の堆積構 の

化から、層が堆積するときに 間

とともに、あるいは 方に水理

が して 化していた様子が み

れる。例えば、細礫まじり粗粒砂

層（第3図 ３ 層）では、下部（厚さ

18 ）の平行葉理から、上部（厚さ

30 ）の平 斜交葉理へと し

ている（第11図）。平行葉理は水流

ーのより い 下で砂床上

にできる平 床の痕跡であり、斜交

葉理はより い ー 下に

おける砂堆（ ーン）の によっ

てできる構 である（増田1988、1999）。しかも斜交葉理の 度はこの粒度での より小さく

（15～30度）、砂の が多かったこと（増田2004、2005）を している。すなわち、この砂層は

が多くしかも する流れから形成されたものであることがわかる。 して上部が耕作土

化していることから、洪水 堆積物であるといえる。また の例として、細粒砂層（第３図、

第10図 ５ 層）では、下部は 状のフォーセット葉理が下位の砂質泥の 色土 に ンラッ

して前 をとって堆積している（第12図）。これは の多い場でできるクライミング構

であり、上部は平行葉理に している（第12図）。この砂層は、泥質であることからも、広がる

水から堆積 の大きい レント ッ を伴ったフォーセット葉理として に堆積し、さ

らに流 の増加あるいは堆積の 行による水深の などから い水理 の平 床に わった

と われる。しかもこの砂層は泥質でありながら砂質部は分 （ ）が良いことから、かなり

定した流れから、すなわちより下流 での堆積を している。

第11図　礫まじり粗粒砂層にみられる平行葉理
--------------------------（下部）と斜交葉理（上部）
下部から上部へと水流の ーが 下したことがわかる。
また、斜交葉理の 斜方向から 面の右から左への流れで堆積
したことがわかる。（ － は じり ）

第12図　細粒砂層（第3図 ５ 層）にみられるクライミング
--------------フォーセット葉理（下部）と平行葉理（上部）
下部は写真の右から左に向かって砂の堆積が 行していったこ
とが、フォ－セット葉理の 斜方向からわかる。堆積構 の
いから、下部から上部へと水流の ーが増加したことが
わかる。（ ー は長さ10 ）
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も粗粒な砂礫層（第３図 ２ 層）

は、 が 面であることが多く、

方で厚さが大きく 化し、西北西－

東南東方向に びた深さ50 の 状

地形がみられた（第３図、第10図）。

砂礫層には がう った砂堆（ ー

ン）の によってできるトラフ 斜

交層理（増田、2004）がみられる（第10

図）。トレンチ西方では砂礫層は厚さ

と粒度を じる。下位の土 層には

人工 な がみられる（第10図）。

調査地 内の西 の のトレンチで

は、 な人工の掘削穴をこの砂

礫層が埋め くしている（第13図）。

田辺町教育委員会（1997）によれば、

の発掘地 の南西方 250 付近でも 様の 耕作溝 の上を白灰色～白 色砂の洪水堆積

物が っており、分布標 層序から 定すると、この砂礫層 ２ 層）に すると われる。

上のことから砂層 砂礫層は洪水 堆積物で、破堤 流に伴って ばれたものであると

いえる。しかも堆積 が多いことから とんどは破堤堆積物であるといえよう。すなわち、この

付近の木 川の流路堆積物にみられる中礫～大礫が含まれること、耕作土 土 を って堆積し

ていること、 に近い場での堆積と われる粗粒な層では 方での厚さの 化が大きく、

辺部に堆積したと えられる細粒層では一定の厚さで水平に堆積していること、 さが 間とと

もに 化する流れから堆積していること、周辺では 原の泥層に り わっていること、堆積

が 度も り していることなど、破堤堆積物であることを く している。

ここで できた破堤堆積物の堆積年代は現在のとこ めることができない。破堤堆積物の

堆積年代を木 川の洪水記録から 定してみよう。 も しい １ 層は、 － 製 が含ま

れる黒色層の上位にあることから（第3図）、昭和34年9月（伊 風）の破堤洪水（ 村 か2007）

による が大きい。この地 で も粗粒な ２ 層は の黒色層の下位にあることから、

1896年（明 29年）の堤 に伴う が い。この 定は、すでに たように、 ２ 層

に すると われる西に する地 での 洪水砂層 に する田辺町教育委員会（1997）によ

る。これより下位で も厚くしかも細粒（遠方 ）である ５ 層は、この調査地より 上流

での大きな破堤の出 事、1860年のいわ る 大住 レ に すると えている。

４．古流向

洪水破堤堆積物と えられる砂層 砂礫層には、すでに たように、堆積構 がみられる。

れらは流れの中で 面に形成された小地形（ ッ フォー ）の痕跡である。例えば、斜交葉理

第13図　泥層に掘られた人工の溝に洪水流が流れ込んで堆積し
た破堤堆積物の含礫砂層（白色部）。泥層の破 片が してい
る。（上 － は長さ１ 、下 － の じり は長さ
32 ）
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斜交層理は レント

ッ －ンのフォ

ーセット面の痕跡で、

大 斜方向が の場所で

の流れの下流方向を す

（増田・岡崎1983）。トレ

ンチで できる堆積構

から堆積 の流れの方

向（古流向）を めると、

西北西へあるいは北西へ

の流れを すものが多い

（第14図）。すでに た

２ 層がつくる小さな流

路構 （第３図、第14図）

の びの方向も西北西－東南東であった。古流向は、破堤堆積物の砂層 砂礫層が木 川からも

たらされたものであることを している。

５．微高地と低地上の流路跡の形成

魚田遺跡のある畑作地からなる 地は、６～８ 上の砂質 砂礫質の破堤堆積物の層が重

なっており、1 の厚い層からなる、すなわち1 の破堤事 でつくられたものからなるのではな

いことがわかった。これはす 西方での調査 （田辺町教育委員会1997）からも、洪水砂層が

在するようにみえることと調和 である。

地付近にある旧 道とされた流路跡（第８図）は、表層部の地下地質（関西 地 報協

会、2008）からみると、表層の泥層 砂層が されてできており、表面だけにみられる 地

形であることがわかる。すなわち、流路下に流路堆積物の厚い砂質層 、流路 のラグ堆積物の

礫層がみられないことから、 旧 道 ではなく、破堤さ た洪水流が泥質の 原上につくっ

た の流路跡であるといえる。空中写真 地形分 図（大 ・ 保1993）から 断すると、

これらの流路跡は破堤堆積物の集 である 地付近から発 しているようにみえる。

も明 な流路跡である魚田遺跡のある 地から北西に向かうものは、 長 800～1000

で 行をしている（第７図）。 行 長は形成した洪水流 平 流 と関係するから（ か

1981）、この 長からすると現在の木 川本流の洪水流 よりは小さいことがわかる。

魚田遺跡のある 地はす 南の 地（第８図、 村2008の 田砂堆） 周辺の小さな 地

と一 の堆積地形を形成している が地下表層地質（関西 地 報協 会2008）から 定で

きる。すなわち する粗粒な堆積物に える。破堤によって 地に堆積がおこり、 の洪水

流が 原上に流路跡をつくったのである。つまり、 地と流路跡は破堤に伴ってつくら

れた一 の地形で、流路跡には破堤部の 旧がなされるまで洪水後も 川流が流れたと われる。

第14図　トレンチ壁（北壁と南壁）で測定した古流向
流向は 面上方を北として流下方向を りの 度で表 。破堤堆積物が
西あるいは北西へ ばれて堆積したことがわかる。写真は の が な
ることに 。
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木 川が大きく する大住付近では過去に も破堤した記録があり（水 1990、大 ・ 保

1993、 村 か2007、 木2008）、これらの地形が かの破堤に伴って形成されてきたという

えを している。

６．まとめ

京都府京田辺市の魚田遺跡のトレンチで できた地層の形 、堆積様式、古流向と、周辺の

地形、地下地質、および洪水記録などから、魚田遺跡がある畑作地として 用されている 地

は、木 川の洪水破堤（堤 ）による堆積物が も重なってできたもので、 れに伴う流路

跡は、洪水流が 地面の上を流れてできた 地形であることがわかった。

（ ）京田辺市教育委員会の 一 には文 をご教 いた。記して します。
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蔵垣内遺跡第 11次　図版第 1

（1）蔵垣内遺跡全景（南上空から）

（2）A地区全景（上空から、左が北）



蔵垣内遺跡第 11次　図版第 2

（1）D－１・E－１地区全景（上空から、右が北）

（2）G地区全景（上空から、左が北）



蔵垣内遺跡第 11次　図版第 3

（1）A地区ＳＫ358近景（南から）

（2）Ａ地区ＳＫ358近景
　-（上から、左上が北）

（3）Ａ地区ＳＨ327近景（南西から）



蔵垣内遺跡第 11次　図版第 4

（1）Ａ地区ＳＨ327竃近景
　-（南西から）

（2）Ａ地区ＳＨ315近景（南東から）

（3）Ａ地区ＳＨ315竃近景
　-（南西から）



蔵垣内遺跡第 11次　図版第 5

（1）Ａ地区ＳＨ328近景（南東から）

（2）Ａ地区ＳＨ315内遺物出土状況
　-（南東から）

（3）Ａ地区ＳＨ311近景（南から）



蔵垣内遺跡第 11次　図版第 6

（1）Ｄ－１地区ＳＤ45近景
　-（西から）

（2）Ｄ－１地区ＳＤ45内
　-遺物出土状況（南西から）

（3）Ｄ－１地区ＳＫ39近景
　-（南から）



蔵垣内遺跡第 11次　図版第 7

（1）Ｄ－１地区ＳＨ105・ＳＫ104
　-近景（北東から）

（2）Ｄ－１地区ＳＨ105竃近景
　-（南東から）

（3）Ｄ－１地区ＳＢ14近景
　-（南から）



蔵垣内遺跡第 11次　図版第 8

（1）Ｄ－１地区ＳＫ50近景
　-（北西から）

（2）Ｇ地区ＳＫ41近景（北から）

（3）Ｇ地区ＳＫ39近景（南から）
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（1）３区溝ＳＤ95303断面（西から）
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伊賀寺地区

大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第1

（1）１トレンチ南西部全景（北西から）

（2）１トレンチ北東部全景（西から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 2

1

2

3

伊賀寺地区

（1）１トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ02全景（南東から）

（2）１トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ05全景（南西から）

（3）１トレンチ土坑ＳＫ13全景
（西南西から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第3

1

2

伊賀寺地区

（1）１～３トレンチ全景（上が北）

（2）２トレンチ全景（南西から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第4

1

2

伊賀寺地区

（1）２トレンチ火葬墓ＳＫ03全景（南西から）

（2）２トレンチ火葬墓ＳＫ03全景（上が南）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 5

1

2

3

伊賀寺地区

（1）２トレンチ火葬墓ＳＫ03土層
（南西から）

（2）２トレンチ火葬墓ＳＫ03
完掘状況全景（南東から）

（3）２トレンチピットＳＰ18内
　-遺物出土状況（東から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第6

1

2

伊賀寺地区

（1）２トレンチ溝ＳＤ05全景（北から）

（2）２トレンチ火葬墓ＳＫ26全景（南東から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 7

1

2

3

伊賀寺地区

（1）２トレンチ火葬墓ＳＫ26内
人骨検出状況（南西から）

（2）２トレンチ火葬墓ＳＫ26内
人骨検出状況（北から）

（3）２トレンチ火葬墓ＳＫ26
完掘状況（南西から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第8

1

2

伊賀寺地区

（1）２トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ01全景（北西から）

（2）２トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ25全景（北から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 9

1

2

3

伊賀寺地区

（1）２トレンチ土坑ＳＫ20
検出状況（北から）

（2）２トレンチ土坑ＳＫ20
半割状況（東から）

（3）２トレンチ土坑ＳＫ20
完掘状況（西から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 10

1

2

3

伊賀寺地区

（1）１トレンチ東端部
　-サブトレンチ（南から）

（2）１トレンチ東端部
　-サブトレンチ内検出崖面
　-（南西から）

（3）２トレンチ崖面ＳＸ29全景
（東北東から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 11

1

2

3

伊賀寺地区

（1）２トレンチ土壙墓ＳＫ07・06・
21・09（南から）

（2）２トレンチ土壙墓ＳＫ21・09
（西から）

（3）２トレンチ土壙墓ＳＫ02
（東から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 12

1

2

3

伊賀寺地区

（1）２トレンチ土壙墓ＳＫ27
（東から）

（2）２トレンチ土壙墓ＳＫ19
（北から）

（3）２トレンチ土壙墓ＳＫ11
（西から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第13

1

2

伊賀寺地区

（1）３トレンチ全景（南から）

（2）３トレンチ全景（北から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 14

1

2

3

伊賀寺地区

（1）３トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ20全景（南東から）

（2）３トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ20床面遺物出土状況
（北西から）

（3）３トレンチ炉跡ＳＫ19
完掘状況（北東から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第15

1

2

伊賀寺地区

（1）出土遺物１

（2）出土遺物２
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大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第16

1

2

伊賀寺地区

（1）出土遺物３

（2）出土遺物４
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大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第17

1

2

伊賀寺地区

（1）出土遺物５

（2）出土遺物６
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大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 18

伊賀寺地区

出土遺物７
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大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 19

伊賀寺地区

出土遺物８
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大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第20

（1）調査トレンチ全景（南から）

（2）東壁土層（西から）

樽井地区



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 21

調子地区

（1）１トレンチ全景（北から）

（2）２トレンチ全景（西から）

（3）２トレンチ東壁（西から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 22

円明寺地区

（1）長岡京跡右京第939次・
松田遺跡２トレンチ全景
（南東から）

（2）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
1トレンチ全景（北東から）

（3）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
３トレンチ全景（南東から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 23

円明寺地区

（1）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
３トレンチ東壁（西から）

（2）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
４トレンチ全景（南から）

（3）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
４トレンチ西壁（東から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版第 24

円明寺地区

（1）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
４トレンチ南壁（北から）

（2）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
５トレンチ全景（西から）

（3）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
出土遺物



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 1

（1）調査地全景１～３トレンチ（上が北）

（2）調査地全景１～８トレンチ（上が北東）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 2

（1）調査地全景３・４トレンチ（上が南東）

（2）調査地全景１～３トレンチ（上が北西）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 3

（1）１・２トレンチ調査前全景
（南西から）

（2）３・４トレンチ調査前全景
（北東から）

（3）１トレンチ全景（南から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 4

（1）２・３トレンチ全景（北から）

（2）２トレンチ土坑ＳＫ149
検出状況（北東から）

（3）２トレンチ土坑ＳＫ149
遺物出土状況（南東から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 5

（1）２トレンチＳＫ149完掘状況
（北東から）

（2）２トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ40（北から）

（3）２トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ40（西から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 6

（1）２トレンチ溝ＳＤ02・30全景
（西から）

（2）２トレンチ土坑ＳＫ150
（北から）

（3）２トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ179（北西から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 7

（1）２トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ180（南西から）

（2）３トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ120・121（南西から）

（3）３トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ120（西から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 8

（1）３トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ121（南西から）

（2）３トレンチ土坑ＳＫ140
-（南から）

（3）３トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ190遺物出土状況（西から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 9

（1）３トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ190完掘後（南西から）

（2）４トレンチ全景（東から）

（3）４トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ130（北から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 10

（1）４トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ175（南東から）

（2）４トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ175（北西から）

（3）４トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ175遺物出土状況（東から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 11

（1）５トレンチ調査前全景
（南西から）

（2）５トレンチ西半分全景
（東から）

（3）５トレンチ東半分全景
（南西から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 12

（1）５トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ330（北西から）

（2）５トレンチ土坑ＳＫ222
（南から）

（3）５トレンチ土坑ＳＫ222
完掘状況（南から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 13

（1）５トレンチ土坑ＳＫ298
-（南から）

（2）６トレンチ調査前全景
（南から）

（3）６トレンチ全景-（北から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 14

（1）６トレンチ全景-（北西から）

（2）７トレンチ調査前全景
（南から）

（3）７トレンチ全景（南から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 15

（1）７トレンチ土器溜まりＳＫ
221・不明遺構ＳＫ263（北から）

（2）７トレンチ不明遺構ＳＫ263
（東から）

（3）７トレンチ土器溜まりＳＫ221
（東から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 16

（1）７トレンチ土器溜まりＳＫ221
遺物出土状況（北から）

（2）７トレンチ土器溜まりＳＫ221
二耳壺出土状況（西から）

（3）７トレンチ土器溜まりＳＫ221
完掘状況（東から）



長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 17
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長岡京跡右京第 910次・941 次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡　図版第 18
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魚田遺跡第７次　図版第 1

（1）調査地遠景（西から）

（2）調査前全景（南から）

（3）第１トレンチ重機掘削
作業風景（東から）



魚田遺跡第７次　図版第 2

（1）第１トレンチ全景（西から）

（2）第１トレンチ人力掘削
作業風景（北西から）

（3）第１トレンチ東壁断面
（西から）



魚田遺跡第７次　図版第 3

（1）第１トレンチ北壁断面①

（2）第１トレンチ北壁断面②

（3）第２トレンチ全景（西から）



魚田遺跡第７次　図版第 4

（1）第２トレンチ溝状遺構掘削
作業風景（南から）

（2）第２トレンチ溝状遺構
完掘状況（南から）

（3）第２トレンチ溝状遺構
完掘状況（東から）



魚田遺跡第７次　図版第 5

（1）第２トレンチ南壁断面
（南から）

（2）第２トレンチ南壁と溝状遺構
（北から）

（3）第３トレンチ全景（西から）



魚田遺跡第７次　図版第 6

（1）第３トレンチ南壁と溝状遺構
（北東から）

（2）第３トレンチ南壁と溝状遺構
（北から）

（3）出土遺物
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りがな りがな ー 北 東経 調査期間 調査面積 調査原
所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 　 　 　 　 　 　

くらがいちい きだい
じ ういちじ

蔵垣内遺跡第11次

き うと かめお
かしちと ち う
こく したんだ・
がいち・し

うだ・うちがきう
ち
京都府亀岡市千歳
町国分四反田・広
垣内・正田・内垣
内

26206 37 35 2 19 135 34 57 20071015
～

20080310

2 480 道路建設

ながおかき うあとう
き うだいき う
くごじ うさんじ
長岡京跡右京第953次

き うと なが
おかき うしにし
のき うちない
京都府長岡京市市
西の京地内

26209 96
97

34 56 41 135 41 30 20080924
～

20081203

720 道路建設

ながおかき うあとう
き うだいき う
くさんじ うはちじ、
き う くよんじ
うじ（は まい き）、
き う くよんじ
うさんじ（いがじい
き）、き う くさ
んじ うき うじ（ま
つだい き）
長岡京跡右京第938次、
940次（硲遺跡）、943次
（伊賀寺遺跡）、939次
（松田遺跡）

き うと ながお
かき うししもか
いいんじいがじ、
ち うしにち う
め、ち うしさん
ち うめ、おとく
に んおお ま
きち うあ えん
み うじこあ ま
つだ
京都府長岡京市調
子２丁目、調子３
丁目、下海印寺下
内田・友岡樽井、
乙訓郡大山崎町字
円明寺小字松田

26209

26303

96
97
104
107
23

34 54 54 135 41 13 20080507
～

20080730

1 805 道路建設

ながおかき うあとう
き うだいき う
くじ うじ・き う
くよんじ ういち

じ・ともおかい き・
いがじい き
長岡京跡右京第910次・
941次・友岡遺跡・伊
賀寺遺跡

き うと ながお
かき うしともお
かにしはた、しも
かいいんじいが
じ・しもうちだ

京都府長岡京市友
岡西畑、下海印寺
伊賀寺・下内田

26209 2002
96
97

34 54 58 135 41 16 20070726
～

20080130
20080424
～

20081031

1 200

2 200

道路建設



うおたい きだ
いななじ

魚田遺跡第７次

き うと き
うたな しおお
すみおおみ
京都府京田辺市
大住大峯

26212 34 50 59 135 44 34 20081006
～

20081112

230 道路建設

北 ・東経の は世界測地系に く。
所収遺跡名 主な 代 主な遺構 主な遺物 記事

蔵垣内遺跡第11
次

集 跡 文

平

土坑・方形周溝墓
竪穴式住居跡
掘立柱建物跡・土坑

文土器・
土器

土 器・ 器
土 器・ 器・白

文 代 期の土
器が出土

長岡京跡右京第
953次

都 なし 文土器・ 器・ 器・
灰 器・

長岡京跡右京第
938次、940次（硲
遺跡）、943次（伊
賀寺遺跡）、939
次（松田遺跡）

集 跡 文

中世

竪穴式住居跡・火葬墓・土壙墓
竪穴式住居跡
流路跡

文土器・
土器
・

文 代中期の
い炉、 文 代
後期の火葬墓

長岡京跡右京第
910次・941次・
友岡遺跡・伊賀
寺遺跡

集 跡 文
古
良
平

竪穴式住居跡
竪穴式住居跡・ピット
掘立柱建物跡・溝・土坑・ピット
掘立柱建物跡・土坑・ピット
土坑・ピット
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文 代の集 が

・ 器
が出土

魚田遺跡第７次 集 跡 近現代 耕作溝 器・土 器 木 川の破堤によ
る堆積層を

所収遺跡名 要
蔵垣内遺跡第11次 文 代 期の 文土器をはじめ、 代中期の方形周溝墓 土器 墓、 代の竪

穴式住居跡を に検出した。亀岡 地を代表 する 遺跡であることが 明した。
長岡京跡右京第953次 南西から北東方向への による自然流路などを検出したが、明 な遺構は検出できなかっ

た。 含層中に ー ングを受けた 文 代の 代の 製 、白 期の 片な
どが出土した。

長岡京跡右京第938次、
940次（硲遺跡）、943次（伊
賀寺遺跡）、939次（松田遺
跡）

右京938次調査では 代から平 代の遺物が洪水による 堆積から出土した。硲遺跡・
松田遺跡では小 川旧流路の古代から中世にかけての堆積状況が明らかとなった。伊賀寺遺
跡では 文 代中期 の竪穴式住居跡と 文 代後期の竪穴式住居跡・火葬墓・土壙墓、
代後期の竪穴式住居跡などを検出した。

長岡京跡右京第910次・
941次・友岡遺跡・伊賀寺
遺跡

では右京 一・ ・ 四町にあたる。 文 代中後期の土器 器、
期の 、 代の竪穴式住居跡、長岡京期から平 代の掘立柱建物跡を検出した。
小 川に する代表 な 遺跡である。

魚田遺跡第７次 魚田遺跡の北東端にあたる地 で、遺構の を目 とした試掘調査を実施した。近現代と
われる溝 を いて な遺構は検出できなかったが、木 川の破堤による砂の堆積状況
を るうえで良 な ータを た。
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